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ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
た
め
の
コ

ン

サ

ー

ト
（C

oncert for 
U

kraine

）
が
23
日
（
月
）
午

後
８
時
か
ら
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
（
57
丁
目
と
７
番
街
の

角
）
で
開
催
さ
れ
る
。
一
夜
限

り
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ン
サ

ー
ト
で
は
、
チ
ケ
ッ
ト
売
り
上

げ
の
１
０
０
％
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
救
援
グ
ル
ー
プ
に
必
要
な
医

薬
品
を
提
供
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ダ
イ

レ
ク
ト
・
リ
リ
ー
フ
に
送
ら
れ

る
。
当
日
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
オ

ペ
ラ
、
ジ
ャ
ズ
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
の
有
名
歌
手
や
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
合
唱
団
「
ド
ゥ
ム
カ
・
オ

ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
の
ほ

か
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
五
嶋

み
ど
り
さ
ん
が
出
演
す
る
。
入

雨ニモマケズ、ミサイルニモマケズ

落
書
ニ
モ
マ
ケ
ズ
！

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
金
融
街
、
ウ

ォ
ー
ル
街
近
く
に
立
つ
「
恐
れ

を
知
ら
ぬ
少
女
」
像
。
青
と
黄

色
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
旗
を
マ
ン

ト
の
よ
う
に
羽
織
る
姿
に
多
く

の
市
民
が
勇
気
を
も
ら
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
背
中
の
マ
ン
ト

が
何
者
か
に
落
書
き
さ
れ
た
。

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
犯
罪
と

ナ
チ
ス
に
サ
ポ
ー
ト
を
」
と
マ

ジ
ッ
ク
で
殴
り
書
き
さ
れ
た
＝

写
真
下（
匿
名
希
望
読
者
撮
影
）

＝
。
マ
ン
ト
は
即
日
、
撤
去
さ

れ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を
す

る
米
国
の
世
論
も
決
し
て
一
枚

岩
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

不
屈
の
少
女
は
そ
ん
な
心
な
い

落
書
き
に
は
動
じ
ず
に
今
日
も

毅
然
と
立
っ
て
い
る
。

場
料
は
90
ド
ル
〜
３
０
０
ド

ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
carnegiehall.org

を
参
照
。

一
夜
限
り
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト

カーネギーホール

金融街の恐れを知らぬ少女像

23
日
午
後
８
時
か
ら

五
嶋
み
ど
り
さ
ん
も
演
奏

10
歳
以
下
の
子
ど
も
を
中
心

に
原
因
不
明
の
肝
炎
が
欧
米
を

中
心
に
相
次
い
で
報
告
さ
れ
て

い
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

関
）
に
よ
る
と
今
年
４
月
５
日

に
英
国
で
初
め
て
報
告
さ
れ
て

か
ら
、
５
月
１
日
現
在
で
ス
ペ

イ
ン
や
イ
ス
ラ
エ
ル
、
デ
ン
マ

ー
ク
な
ど
20
カ
国
か
ら
２
２
８

人
の
原
因
不
明
の
急
性
肝
炎
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
厚
生
労
働

省
に
よ
る
と
、
日
本
で
は
６
日

ま
で
に
計
７
人
の
報
告
が
あ

る
。米

疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ

Ｄ
Ｃ
）
は
６
日
、
昨
年
10
月
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
調
べ
た
結

果
、
こ
れ
と
同
じ
肝
炎
と
思
わ

れ
る
患
者
が
ア
ラ
バ
マ
の
９
人

を
筆
頭
に
イ
リ
ノ
イ
、
ノ
ー
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
な
ど
24
州
と
プ
エ

ル
ト
リ
コ
自
治
領
か
ら
１
０
９

人
見
つ
か
り
、
う
ち
５
人
が
死

亡
し
た
と
発
表
し
た
。

感
染
者
の
年
齢
の
中
央
値
は

２
歳
で
、
90
％
以
上
が
入
院
、

14
％
が
肝
臓
の
移
植
を
受
け

た
。
Ａ
型
〜
Ｅ
型
の
肝
炎
を
引

き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
は
確
認
さ

れ
て
お
ら
ず
、
今
の
と
こ
ろ
何

が
原
因
な
の
か
は
分
か
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
だ
。

半
数
ほ
ど
か
ら
の
ど
の
痛
み

や
下
痢
な
ど
を
起
こ
す
ア
デ
ノ

ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
た
が
関

連
は
調
査
中
だ
。
ま
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
関
連
も
調

べ
ら
れ
て
い
る
。
発
症
者
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

対
象
年
齢
で
は
な
い
た
め
ワ
ク

チ
ン
が
原
因
と
は
考
え
ら
れ
な

い
と
い
う
。

原
因
不
明
の
小
児
肝
炎
相
次
ぐ

米
で
１
０
９
人
感
染
、
５
人
死
亡

在
外
選
挙
人
登
録

早
め
に
手
続
き
を

今
年
の
夏
に
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

4
月
1
日
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受

け
た
行
動
制
限
措
置
等
の
対
象

地
域
に
居
住
者
や
遠
隔
地
居
住

者
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す

と
、
在
外
選
挙
人
登
録
申
請
の

際
の
本
人
出
頭
を
免
除
す
る
特

例
措
置
を
開
始
し
て
い
る
。
在

外
選
挙
人
証
登
録
申
請
の
た
め

に
来
館
で
き
な
い
特
別
な
事
情

が
あ
る
人
は
、
事
前
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
ま
で
相

談
す
る
こ
と
。
一
定
の
条
件
を

満
た
す
場
合
に
は
、
ビ
デ
オ
通

話
に
よ
る
本
人
確
認
及
び
事
前

に
送
付
ま
た
は
託
送
さ
れ
た
提

出
書
類
の
原
本
確
認
を
行
う
こ

と
で
在
外
選
挙
人
登
録
申
請
が

で
き
る
。
在
外
選
挙
人
登
録
に

は
通
常
2
か
月
ほ
ど
か
か
る
た

め
、
早
め
の
申
請
を
呼
び
か
け

て
い
る
。（
２
面
の
広
告
参
照
）
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
最
大
の
ル

ー
フ
ト
ッ
プ
パ
ー
ク
（
屋
上
公

園
）
が
、
チ
ェ
ル
シ
ー
地
区
に

あ
る
ピ
ア
57
（
西
15
丁
目
と
11

番
街
）
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
Ｎ

Ｙ
の
ハ
ン
デ
ル
・
ア
ー
キ
テ
ク

ツ
社
が
設
計
し
た
２
エ
ー
カ
ー

の
ス
ペ
ー
ス
は
、
ハ
ド
ソ
ン

リ
バ
ー
パ
ー
ク
内
に
あ
っ
た

１
９
５
４
年
建
造
の
建
物
の
屋

上
に
あ
り
、
同
ビ
ル
内
の
35
万

平
方
フ
ィ
ー
ト
の
オ
フ
ィ
ス
ス

ペ
ー
ス
を
グ
ー
グ
ル
社
が
使
用

し
て
い
る
。
１
階
に
は
公
共
設

備
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
秋
に
は
フ
ー

ド
ホ
ー
ル
も
オ
ー
プ
ン
し
、
今

年
の「
ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
映
画
祭
」

は
こ
の
屋
外
上
映
ス
ペ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
る
。

ピ
ア
57
は
以
前
は
船
積
み
港

と
バ
ス
の
発
着
場
と
し
て
使
わ

れ
て
お
り
、
米
国
国
家
歴
史
登

録
材
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
す

ぐ
横
に
あ
る
リ
ト
ル
ア
イ
ラ
ン

ド
や
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
ビ
ル

群
、
ハ
ド
ソ
ン
川
対
岸
の
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
が
一
望
で
き
る

場
所
。
広
い
芝
生
ス
ペ
ー
ス
や

多
く
の
ベ
ン
チ
が
設
け
ら
れ
て

い
る
の
で
、
爽
や
か
な
風
を
感

じ
な
が
ら
の
ん
び
り
読
書
や
ピ

ク
ニ
ッ
ク
が
で
き
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
の
新
た
な
憩
い
の

場
と
な
り
そ
う
だ
。
開
園
時

間
は
毎
日
午
前
７
時
か
ら
夜

10
時
ま
で
。
詳
細
はhttps://

hudsonriverpark.org

ルーフトップパークコ
ネ
チ
カ
ッ
ト
在
住
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
コ
ウ
・
シ
ョ
ウ
マ

イ
の
個
展
「
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト

化
協
会
（
西
13
丁
目
43
Ａ
番

地
）
で
開
催
さ
れ
る
。
上
海
生

ま
れ
の
コ
ウ
は
中
国
コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
の
巨
匠
、
孔

柏
基
（
コ
ウ
・
ハ
ク
キ
）
を
父

に
持
ち
幼
少
期
か
ら
絵
を
描
き

始
め
、
そ
の
後
ア
ー
ト
と
デ
ザ

イ
ン
を
中
国
と
日
本
の
両
方
で

修
め
る
。
現
在
は
父
か
ら
受
け

継
い
だ
人
生
と
芸
術
に
お

け
る
哲
学
を
製
作
の
基
本

と
し
て
「
人
と
自
然
」
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
描
き
続
け

て
い
る
。
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト

州
グ
リ
ニ
ッ
ジ
で
個
展
を

開
催
、
ま
た
上
海
図
書
館

で
は
海
外
で
活
躍
す
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
50
人
に
選
出

さ
れ
て
い
る
。

入
場
無
料
。
開
廊
時
間

は
月
〜
木
曜
が
正
午
か
ら

午
後
６
時
、
土
曜
は
午
後

３
時
ま
で
。
金
（
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
除
く
）・
日
曜

は
休
廊
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
５
月
６

日
（
金
）
午
後
６
時
か

ら
８
時
。
問
い
合
わ
せ
は

電
話
２
１
２
・
６
４
５
・

２
８
０
０
。

コ
ウ
・
シ
ョ
ウ
マ
イ

天
理
文
化
で
個
展

ス
プ
リ
ン
グ
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ

ン
」
が
、
５
月
６
日
（
金
）
か

ら
12
日
（
木
）
ま
で
、
天
理
文

ソ
フ
ト
シ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
は
５

〜
７
月
が
旬
で
、
最
も
背
殻
が

柔
ら
か
く
、
美
味
し
い
季
節
で

す
。
ラ
ン
チ
に
も
ピ
ッ
タ
リ
！

超
簡
単
な
カ
イ
ザ
ー
ロ
ー
ル
で

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
作
ろ
う
！

作
り
方

①
ソ
フ
ト
シ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
を
小

麦
粉
と
と
ぎ
卵
、
そ
し
て
小
麦

粉
に
つ
け
る
。
フ
ラ
イ
パ
ン
に

少
量
の
オ
イ
ル
と
バ
タ
ー
を
入

れ
、
中
火
に
し
て
背
殻
か
ら
入

れ
、
両
面
を
焼
き
色
付
け
て
８

分
位
で
火
を
止
め
、レ
モ
ン
汁
、

バ
タ
ー
を
か
ら
ま
せ
る
。

②
カ
イ
ザ
ー
ロ
ー
ル
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
に
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
と
切

り
好
み
野
菜
を
挟
み
仕
上
げ

る
。

ソ
フ
ト
シ
ェ
ル
ク
ラ
ブ

（
柔
い
殻
蟹
）
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

Soft-shell Crab Sandwich 
(Kaiser roll)

材料２人分

ソフトシェルクラブ２尾

小麦粉 ........１/ ４カップ

とき卵 .....................１個

オリーブオイル、バター

   ......................各々適量

千葉真知子の

ART COOKING

蛸
と
椎
茸
、
ト
マ
ト
が
オ
リ

ー
ブ
オ
イ
ル
と
よ
く
合
い
白
ワ

イ
ン
と
の
相
性
が
良
い
１
品
で

す
。
ト
マ
ト
は
で
き
る
だ
け
熟

し
た
ト
マ
ト
か
甘
み
の
あ
る
フ

ル
ー
ツ
ト
マ
ト
を
お
使
い
く
だ

材料

茹でた蛸足 ....................... 1 本

ピーマン .............................. 1 個

椎茸肉厚のもの ................... 3 枚

フルーツトマト ................... 2 個　

大蒜 .................................... １片

オリーブオイル ...........大さじ１と１／２

塩、胡椒 ..........................各少々

蛸
と
椎
茸
の
南
仏
炒
め

さ
い
。

作
り
方

１

蛸
は
一
口
大
に
切
り
、
椎

茸
は
４
つ
割
り
、
フ
ル
ー
ツ
ト

マ
ト
は
６
等
分
に
切
り
ま
す
。

大
蒜
は
ス
ラ
イ
ス
し
ま
す
。
ピ

ー
マ
ン
は
種
を
取
り
除
い
て
一

口
大
に
切
り
ま
す
。

２

フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
入
れ
て
熱
し
、
に
ん

に
く
を
入
れ
て
炒
め
、
香
り
が

で
た
ら
①
の
材
料
を
加
え
て
炒

め
、
塩
、
胡
椒
を
振
り
、
全
体

に
い
き
わ
た
る
よ
う
に
混
ぜ

る
。

https://hudsonriverpark.org
https://hudsonriverpark.org
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イ
ケ
メ
ン
男
子

服
飾
Ｑ
＆
Ａ

ケン 青木

90

皆
様
、
今
日
は
。
コ
ロ
ナ
禍

の
憂
鬱
な
空
気
に
加
え
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
で

暗
い
陰
が
増
し
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
す
が
、
日
々
陽
は
長
く

暖
か
さ
も
増
し
、
初
夏
の
訪
れ

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
と
い
う
こ

と
で
ボ
チ
ボ
チ
衣
替
え
の
タ
イ

ミ
ン
グ
、
で
す
か
ね(

笑)

。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
に
は

"Society"

と
呼
ば
れ
る
社
交

グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
り
し
ま

す
。
そ
う
し
た"

社
交
グ
ル
ー

プ"

に
属
す
る
人
た
ち
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
組
織
に
お
け
る"

着

こ
な
し
の
流
儀"

が
あ
っ
た

り
す
る
の
で
す
が
、
私
た
ち

日
本
人
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
は
お
り
ま
せ
ん
、
大
き
な

声
で
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
そ

う
し
た
彼
ら
の
流
儀
の
一
つ

に
、"Su

m
m

er B
u

sin
ess 

A
ttire

はM
em

orial D
ay

とLabor D
ay

の
期
間
に
限

る” 

が
あ
り
ま
す
。
近
年
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
金
融
、
法
曹
会
共

に
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
、
育
ち
で

な
い
方
も
多
く
な
り
、
御
存
知

な
い
方
も
増
え
て
い
る
様
で
す

が
、
注
意
深
く
見
ら
れ
て
い
る

と
気
が
付
か
れ
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。

初
夏
に
コ
ッ
ト
ン
・
ス
ー
ツ
を

ま
、
あ
く
ま
で
も
口
伝
、
慣

習
で
あ
っ
て
、
決
し
て
文
章
化

さ
れ
た
ル
ー
ル
と
い
う
ワ
ケ
で

は
な
い
の
で
す
が
、(

実
は
ホ

ン
モ
ノ
の
紳
士
服
の
着
こ
な
し

の
流
儀
は"

口
伝"

な
の
で
す
）

彼
ら
の
流
儀
に
従
う
な
ら
ば
、

"

夏
向
け
の
明
る
い
色
調
の
紳

士
服
は
５
月
後
半
か
ら
９
月
の

第
一
週
ま
で
の
限
定"

、
と
い

う
こ
と
。

そ
う
し
た
事
情
を
踏
ま
え
、

当
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に

と
っ
て
永
年
の
こ
の
時
期
の
お

気
に
入
り
の
一
つ
が
、
い
わ
ゆ

る"

コ
ッ
ト
ン
・
ス
ー
ツ"

な

の
で
す
。
ギ
ャ
バ
ジ
ン
と
ポ
プ

リ
ン
と
い
う
２
種
類
の
生
地
の

織
り
方
に
分
か
れ
、
少
し
専
門

的
な
言
い
方
を
す
れ
ば
綾
織
り

と
平
織
り
、
そ
し
て
平
織
り
の

Poplin

の
方
が
よ
り
今
か
ら

の
季
節
向
け
と
な
り
ま
す
か
。

ア
メ
リ
カ
が
世
界
の
覇
権

を
握
り
始
め
た
19
世
紀
末
以

降
、
紳
士
服
の
世
界
に
お
い
て

も
大
き
な
変
化
が
起
き
始
め
ま

し
た
。
そ
の
一
つ
が
素
材
に
お

け
る"

軽
さ"

、
そ
し
て
仕
立

て
に
お
け
る"

柔
ら
か
さ"

の

追
求
。
総
じ
て
、
よ
り
軽
快
な

着
心
地
と
実
用
性
、
丈
夫
さ
の

追
求
が
ア
メ
リ
カ
の
紳
士
服
に

お
け
る
テ
ー
マ
と
な
っ
た
の
で

す
。ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
夏
は
日
本

ほ
ど
で
は
な
い
な
が
ら
も
蒸
し

暑
く
、
日
差
し
も
強
い
で
す
。

フ
ロ
リ
ダ
は
さ
ら
に
、
で
す
よ

ね
。夏

の
生
地
に
は
昔
か
ら
麻
が

代
表
的
、
水
に
濡
れ
て
も
直
ぐ

乾
き
、
見
栄
え
も
良
い
の
で
す

が
、
当
時
の
麻
は
生
地
が
今
よ

り
厚
く
重
く
、
シ
ワ
に
な
り
易

い
の
は
変
わ
ら
ず
、
召
使
い
が

服
を
プ
レ
ス
し
て
く
れ
る
上
流

向
け
、
午
前
と
午
後
で
着
替
え

る
方
も
い
た
ほ
ど
。

そ
の
点
、
綿
は
よ
り
庶
民
向

け
と
言
い
ま
す
か
、
英
国
の
植

民
地
イ
ン
ド
か
ら
安
価
な
輸
入

生
地
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ア
メ

リ
カ
国
内
で
生
地
調
達
出
来
、

ジ
ー
ン
ズ
や
ワ
ー
ク
ウ
エ
ア
な

ど
で
既
に"

親
し
み"

あ
る
素

材
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

重
ね
て
20
世
紀
は
ア
メ
リ
カ

の
、
そ
し
て
科
学
の
世
紀
。
つ

い
に
化
学
繊
維
の
、
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
と
ナ
イ
ロ
ン
の
登
場
で

す
。
実
は
こ
れ
に
は
軍
事
的
要

因
も
あ
り
、
米
軍
は
中
南
米
や

ア
ジ
ア
な
ど
高
温
多
湿
の
地
域

で
の
活
動
、
作
戦
が
増
え
、
丈

夫
で
軽
量
な
軍
服
用
の
生
地
が

求
め
ら
れ
始
め
て
も
い
た
の
で

し
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
に
お

け
る
完
成
型
の
生
地
が
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
55
％
／
綿
45
％
混
紡
の

ギ
ャ
バ
ジ
ン
そ
し
て
ポ
プ
リ
ン

だ
っ
た
の
で
し
た
。
こ
れ
ら
の

生
地
の
登
場
に
よ
っ
て
、
夏
場

の
紳
士
服
は
よ
り
軽
く
丈
夫
さ

も
増
し
、
さ
ら
に
は
パ
ー
マ
ネ

ン
ト
・
プ
レ
ス
加
工
に
よ
っ
て

ス
ラ
ッ
ク
ス
の
ク
リ
ー
ス
、
即

ち
折
り
目
加
工
が
可
能
と
も
な

り
、crisp

サ
ッ
パ
リ
し
た
姿

で
終
日
気
持
ち
良
く
過
ご
せ
る

様
に
な
っ
た
の
で
す
。

21
世
紀
の
今
日
、
細
身
の
シ

ル
エ
ッ
ト
が
人
気
と
な
っ
て
、

前
述
の
生
地
に
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン

な
ど
伸
縮
性
あ
る
素
材
が
新
た

に
混
紡
さ
れ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
性

が
増
し
た
、
よ
り
動
き
易
い
生

地
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
様
な
コ
ッ
ト
ン
生
地
の
ス

ー
ツ
は
堅
苦
し
く
見
え
ず
、
ネ

ク
タ
イ
を
し
て
も
し
な
く
て

も
、
そ
し
て
上
下
別
々
で
も
着

用
可
能
、
オ
ン
オ
フ
両
方
に
着

れ
て
と
て
も
便
利
で
す
。
皆
さ

ん
も
も
し
ま
だ
お
持
ち
で
な
け

れ
ば
一
着
お
試
し
に
な
ら
れ
て

み
て
は
如
何
？

色
は
ベ
ー
ジ

ュ
、
オ
リ
ー
ブ
グ
リ
ー
ン
、
ネ

イ
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
ー
、
ア
イ
ヴ
ォ

リ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
と
い
っ
た
基

本
色
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
。

け
ん
・
あ
お
き
／
日
系
ア
パ

レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
米
国
代
表

を
経
て
、
ト
ム
・
ジ
ェ
ー
ム

ス
．
カ
ン
パ
ニ
ー
で
カ
ス
タ
ム

テ
ー
ラ
ー
の
か
た
わ
ら
、
紳
士

服
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
執
筆
。

１
９
５
９
年
生
ま
れ
。

https://www.nipponclub.org/
http://www.ny-pcr.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://aantcinc.com/
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大
学
１
年
目
の
子
供
が
最

近
に
な
っ
て
他
の
大
学
に
編
入

し
た
い
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

専
攻
を
何
に
す
る
か
決
め
て
い

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
遠
方

の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
大
学
に

進
学
し
ま
し
た
が
、
気
が
変
わ

っ
て
東
部
の
大
学
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
勉
強
し
た
い
そ
う
で
す
。
今

後
ど
の
よ
う
に
準
備
を
進
め
て

い
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　（
Ｎ
Ｙ
州
、
母
）

Ａ

米
大
学
入
学
カ
ウ
ン
セ

リ

ン

グ

協

会
（N

ational 
A

ssociation for C
ollege 

A
dm

ission C
ounseling

）

に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
35
％

の
学
生
が
編
入
（
ト
ラ
ン
ス
フ

ァ
ー
）
し
て
大
学
を
変
え
た
経

験
が
あ
る
そ
う
で
す
。
ア
メ
リ

カ
で
は
こ
の
よ
う
に
大
学
を
変

え
る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
大
学
に
よ
っ

て
は
、
編
入
生
に
は
１
年
生
と

し
て
入
学
す
る
学
生
ほ
ど
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
エ
イ
ド
を
出
さ

な
か
っ
た
り
、
寮
を
用
意
し
て

い
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
履
修

し
た
ク
ラ
ス
の
単
位
を
新
し
い

大
学
に
す
べ
て
移
行
で
き
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
し
、
卒
業
ま
で

に
４
年
以
上
か
か
る
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
し
専
攻
以
外
で
は
今
の
大

学
に
満
足
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
わ
ざ
わ
ざ
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ

ー
す
る
必
要
が
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
専
攻
が

な
く
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る

ク
ラ
ス
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
し
、
夏
休
み
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
ビ
ジ

ネ
ス
一
般
の
コ
ー
ス
は
な
く
て

も
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
（
起
業
家
）
教
育
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
一
連
の
コ
ー
ス
を

教
え
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
大

学
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
の
大

学
に
い
て
も
十
分
な
知
識
や
経

験
を
得
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー

を
決
め
る
前
に
今
の
大
学
に
あ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
く
リ
サ
ー

チ
し
て
み
て
下
さ
い
。
幅
広
い

分
野
の
教
養
や
ク
リ
テ
ィ
カ

ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
（
批
判
的
思

考
）
の
育
成
を
重
視
す
る
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
の
大
学
で
も
、
将

来
の
キ
ャ
リ
ア
に
直
結
す
る
よ

う
な
コ
ー
ス
を
用
意
す
る
よ
う

に
な
っ
た
背
景
に
は
、
在
学
中

に
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
ス
キ
ル

や
知
識
を
得
た
い
と
い
う
学
生

の
要
望
が
あ
り
、
そ
れ
を
無
視

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
専
攻
は
ど
の
大
学

で
も
人
気
が
あ
り
、ス
ク
ー
ル
・

オ
ブ
・
ビ
ジ
ネ
ス
（
経
営
学
部
）

を
希
望
す
る
と
同
じ
大
学
で
も

合
格
率
が
他
の
専
攻
と
比
べ
一

般
的
に
低
く
な
り
ま
す
。
経
営

学
部
が
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
を
受

け
入
れ
る
場
合
、
ま
ず
大
学
内

の
学
生
を
優
先
し
ま
す
。
特
に

難
関
私
立
大
学
は
中
途
退
学
す

る
人
が
少
な
く
空
き
が
あ
ま
り

な
い
こ
と
も
あ
り
、
学
外
か
ら

の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
は
１
年
生

で
入
る
よ
り
さ
ら
に
難
し
く
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

以
上
を
考
慮
し
て
も
ト
ラ
ン

ス
フ
ァ
ー
し
た
い
場
合
、
来
年

秋
の
編
入
を
目
指
す
と
し
た
ら

出
願
は
来
年
の
３
月
頃
に
な
り

ま
す
。
今
の
う
ち
に
ど
う
し
て

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
し
た
い
の

か
、
ど
う
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
専

攻
し
た
い
の
か
、
新
し
い
大
学

で
ど
う
い
う
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
の
か
、
卒
業
後
何
を
し
た

い
の
か
な
ど
、
よ
く
考
え
て
み

て
下
さ
い
。
そ
の
上
で
希
望
に

合
っ
た
大
学
を
み
つ
け
、
リ
サ

ー
チ
を
始
め
て
下
さ
い
。

そ
の
他
、
編
入
し
た
い
大
学

の
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻
の
１
年
生
の

必
修
科
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
単

位
の
移
行
が
で
き
る
よ
う
現
大

学
で
相
当
す
る
ク
ラ
ス
を
履
修

す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
ビ
ジ

ネ
ス
の
専
門
科
目
を
履
修
す
る

よ
り
、
微
分
積
分
や
ミ
ク
ロ
経

済
学
、
マ
ク
ロ
経
済
学
な
ど
の

基
礎
科
目
の
履
修
を
優
先
さ

せ
、
大
学
に
よ
っ
て
は
外
国
語

も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
の
大
学
で
良
い
成
績
を
キ

ー
プ
す
る
こ
と
は
最
重
要
で
す

が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
外
で
今
ま

で
通
り
活
動
を
続
け
て
下
さ

い
。
大
学
を
離
れ
る
つ
も
り
で

も
ク
ラ
ブ
な
ど
を
続
け
、
今
の

大
学
で
で
き
る
こ
と
を
エ
ン
ジ

ョ
イ
し
て
下
さ
い
。
ど
こ
に
い

て
も
周
囲
に
良
い
影
響
を
与
え

ら
れ
る
人
が
大
学
に
と
っ
て
魅

力
的
な
志
願
者
な
の
で
す
。

自
分
に
合
っ
た
大
学
を
み
つ

け
、
リ
サ
ー
チ
し
準
備
を
す
る

に
は
か
な
り
の
時
間
を
費
や
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
ト
ラ

ン
ス
フ
ァ
ー
担
当
の
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
に
問
い

合
わ
せ
て
下
さ
い
。

本欄への相談は

●サトリ・カレッジ・プランニング
E-mail: info@satoricollegeplanning.com
https://satoricollegeplanning.com

サトリ・カレッジ・プランニング　カレッジ・カウンセラー

伴里美相談員（修士号及びカレッジカウンセラー資格取得）

別の大学への編入

日
系
人
初
の
米
国
閣
僚
で
、

９
・
11
テ
ロ
事
件
で
は
米
運
輸

省
長
官
と
し
て
指
揮
を
と
っ
た

ノ
ー
マ
ン
・
ミ
ネ
タ
氏
が
３
日
、

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
エ
ッ
ジ
ウ
ォ

ー
タ
ー
で
心
臓
病
が
原
因
で
死

去
し
た
。
90
歳
だ
っ
た
。

ミ
ネ
タ
氏
（
日
本
名
・
峯
田

良
雄
）
は
１
９
３
１
年
、
02
年

に
米
国
に
移
っ
た
静
岡
県
出
身

の
両
親
の
も
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
サ
ン
ノ
ゼ
に
生
ま
れ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
は
ワ
イ
オ

ミ
ン
グ
州
ハ
ー
ト
マ
ウ
ン
テ
ン

の
日
系
人
収
容
所
に
収
容
さ
れ

た
。
53
年
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
バ
ー
ク
レ
ー
校
で
経
営
学
を

専
攻
し
て
卒
業
、
父
の
経
営
す

る
保
険
会
社
勤
務
を
経
て
、
67

年
サ
ン
ノ
ゼ
市
議
会
議
員
に
当

選
し
た
。
71
年
ハ
ワ
イ
州
を
除

き
米
国
本
土
で
は
日
系
人
初
の

市
長
、
74
年
に
は
同
じ
く
初
の

米
国
民
主
党
下
院
議
員
に
就
任

し
た
。
下
院
議
員
時
代
は
、
運

輸
省
に
所
属
す
る
と
同
時
に
、

強
制
収
容
さ
れ
た
日
系
人
に
対

す
る
賠
償
を
制
定
す
る
88
年
の

「
市
民
の
自
由
法
」
成
立
に
尽

力
し
た
。

ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
元
大
統

領
時
代
は
商
務
省
長
官
、
ジ
ョ

ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
元
大
統

領
時
代
は
運
輸
省
長
官
を
務
め

た
。
訃
報
を
受
け
た
ブ
ッ
シ
ュ

元
大
統
領
は
、
ミ
ネ
タ
氏
の
遺

産
を
「
苦
難
と
偏
見
を
克
服
し

た
と
い
う
、
素
晴
ら
し
い
ア
メ

リ
カ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
称

し
「
９
・
11
事
件
後
、
素
晴
ら

し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
さ
ら

な
る
攻
撃
の
回
避
に
努
め
た
。

大
統
領
自
由
勲
章
を
授
与
し
た

と
同
時
に
、
ノ
ー
マ
ン
は
生
涯

を
通
し
て
自
国
の
た
め
に
尽
く

し
、市
民
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

義
務
に
お
い
て
の
献
身
、
人
格

と
は
何
か
を
示
し
た
」
と
伝
え

た
。
２
０
０
７
年
に
は
、
日
系

人
の
地
位
向
上
に
貢
献
し
た
と

し
て
旭
日
大
綬
章
を
受
賞
し

た
。01

年
、
サ
ン
ノ
ゼ
市
議
会
は

サ
ン
ノ
ゼ
国
際
空
港
を
「
ノ
ー

マ
ン
・
Ｙ
・
ミ
ネ
タ
・
サ
ン
ノ

ゼ
国
際
空
港
」
と
改
名
す
る
こ

と
を
可
決
し
た
。
息
子
の
デ
イ

ビ
ッ
ド
・
ミ
ネ
タ
氏
は
「
父
は

自
宅
で
、
家
族
に
囲
ま
れ
て
安

ら
か
に
息
を
引
き
取
っ
た
」
と

伝
え
て
い
る
。

日
系
人
初
の
米
閣
僚

ノ
ー
マ
ン
・
ミ
ネ
タ
氏
が
死
去

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

で
同
国
の
新
興
財
閥
や
議
員
に

対
す
る
厳
し
い
制
裁
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
の
外
交
官

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
日
常

的
に
駐
車
違
反
を
し
て
お
り
、

そ
の
違
反
金
（
罰
金
）
の
未
払

い
総
額
は
10
万
１
０
０
０
ド
ル

に
な
る
と
い
う
。
外
交
官
に
は

刑
事
裁
判
や
納
税
が
免
除
さ
れ

る
外
交
官
特
権
が
あ
る
た
め
、

罰
金
が
踏
み
倒
さ
れ
て
い
る
の

が
現
状
だ
。

一
方
、
連
邦
国
務
省
は
ロ
シ

ア
の
外
交
官
の
20
台
以
上
の
車

両
登
録
を
認
め
て
お
ら
ず
保
留

状
態
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
れ
は
外
交
官
登
録
に
関
す
る

２
０
０
２
年
の
覚
書
に
沿
っ
た

措
置
で
、
罰
金
の
支
払
い
が
開

始
さ
れ
る
ま
で
は
新
規
の
車
両

登
録
や
登
録
更
新
を
停
止
で
き

る
と
い
う
内
容
だ
。
ロ
シ
ア
を

含
め
全
世
界
の
在
米
外
交
官
に

適
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

キ
ャ
ロ
リ
ン
・
マ
ロ
ー
ニ
ー

連
邦
下
院
議
員
（
民
主
、
Ｎ
Ｙ

州
第
12
区
選
出
）
は
「
措
置
を

称
賛
す
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

は
違
法
駐
車
の
ロ
シ
ア
車
を
レ

ッ
カ
ー
移
動
す
る
こ
と
も
考
え

る
べ
き
だ
」
と
語
っ
て
い
る
。

外
交
官
特
権
が
あ
っ
て
も
警
察

が
違
反
車
両
を
レ
ッ
カ
ー
移
動

す
る
こ
と
は
で
き
る
か
ら
だ
。

日
本
で
も
在
日
外
交
官
に
よ

る
駐
車
違
反
と
違
反
金
踏
み

倒
し
は
多
く
み
ら
れ
る
。
も

っ
と
も
多
い
の
は
ロ
シ
ア
で

２
０
１
９
年
度
で
１
１
０
１
件

だ
っ
た
。
日
本
は
駐
車
違
反
金

の
納
付
が
確
認
で
き
な
い
場

合
、
ガ
ソ
リ
ン
税
免
税
証
明
書

を
発
給
し
な
い
措
置
を
今
年
か

ら
始
め
て
い
る
。

歩道や駐車禁止標識前に駐車されている車（東 67 丁目ロシア国連代表部前で）

NYで日常的に駐車違反
ロ
シ
ア
の
外
交
官
、
特
権
で
罰
金
踏
み
倒
す

未
払
い
総
額
10
万
ド
ル
以
上

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

www.nyseikatsu.com

令
和
３
年
秋
の
叙
勲
に
お
い

て
、
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
眞

鍋
淑
郎
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
客

員
研
究
員
・
海
洋
研
究
開
発
機

構
フ
ェ
ロ
ー
（
２
０
２
１
年
ノ

ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
）
＝

写
真
＝
へ
の
叙
勲
伝
達
式
が
18

日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
大

使
公
邸
で
行
わ
れ
る
。

眞
鍋

氏
は
、
気
象
学･

気
候
学
の
分

野
に
お
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
よ
る
気
候
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン･

モ
デ
ル
を
開
発
し
、
そ

れ
を
用
い
て
気
候
の
成
り
立
ち

と
変
動
を
解
明
し
た
。

眞
鍋
さ
ん
に
文
化
勲
章

Ｎ
Ｙ
大
使
公
邸
で
伝
達

http://www.nyseikatsu.com
http://www.Jhelp.com%E3%80%8C%E3%81%9F%E3%81%99
mailto:info@satoricollegeplanning.com
https://satoricollegeplanning.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.iiicareer.com/
http://goldsteinvisa.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
（
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
）
に
よ
る
今
月
３
日
の
発

表
に
よ
る
と
、
４
月
の
ア
ジ
ア

系
に
対
す
る
憎
悪
犯
罪
は
昨
年

の
同
期
に
比
べ
75
％
減
少
、
３

月
の
47
％
減
少
に
続
き
コ
ロ
ナ

禍
が
始
ま
っ
て
以
来
初
め
て
減

少
傾
向
と
な
っ
た
。

全
体
で
も
憎
悪
犯
罪
は
40
％

減
少
、
性
差
別
や
反
ユ
ダ
ヤ
主

義
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
％
と
41
％

減
少
し
た
が
、
黒
人
へ
の
憎
悪

犯
罪
は
33
％
増
加
し
た
。
全
体

で
は
40
％
減
少
し
た
。

ア
ジ
ア
系
に
対
す
る
憎
悪
犯

罪
の
最
近
の
減
少
に
つ
い
て
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
か
ら
の
分
析
、
コ
メ
ン

ト
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

犯
罪
全
体
を
見
る
と
、殺
人
、

強
姦
が
そ
れ
ぞ
れ
38
％
と
６
％

減
少
し
た
ほ
か
は
増
加
し
て
お

り
、
全
体
で
は
34
・
２
％
増
加

し
た
。

（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
）

April 2022 April 2021 +/- %
Murder 31 50 -19 -38.0%
Rape 109 116 -7 -6.0%

Robbery 1261 891 +370 +41.5%
Fel. Assault 2044 1690 +354 +20.9%

Burglary 1209 867 +342 +39.4%
Grand Larceny 3867 2694 +1173

Grand Larceny Auto 942 743 +199 +26.8%
TOTAL 9463 7051 +2412 +34.2%

出所：NYPD 広報部

Index Crime Statistics: April 2022

(Representing April 1st – April 30th* for calendar years 2022 and 2021)

 NYPD 犯罪統計表

Motivation 2022 2021 Diff % Change
Asian 7 28 -21 -75%
Black 4 3 +1 +33%

Disability 0 0 0 0%
Ethnic 4 0 4 ***.*
Gender 0 3 -3 -100%
Hispanic 0 0 0 ***.*
Jewish 16 27 -11 -41%
Muslim 3 0 3 ***.*
Religion 2 0 +2 ***.*

Sexual Orientation 4 6 -2 -33%
White 0 0 0 0%

Grand Total 40 67 -27 -40%

昨
年
同
期
比
２
か
月
連
続
で

アジア系への
増悪犯罪減少

NYPD４月の統計
米
農
務
省
食
品
安
全
検
査
局

（
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
は
４
月
25
日
、

大
腸
菌
汚
染
の
可
能
性
が
あ
る

と
し
て
、
Ｎ
Ｊ
州
ス
ウ
ェ
ズ
ボ

ロ
を
拠
点
と
す
る
レ
イ
ク
サ
イ

ド
・
リ
フ
リ
ジ
レ
イ
テ
ッ
ド
・

サ
ー
ビ
シ
ズ
社
の
牛
ひ
き
肉
約

60
ト
ン
の
自
主
回
収
を
発
表
し

た
。Ｆ

Ｓ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
と
対
象
商

品
は
、
今
年
２
月
１
日
か
ら
４

月
８
日
に
全
国
の
食
品
加
工
業

者
に
出
荷
さ
れ
た
。
多
く
は
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

用
の
「
グ
ラ
ス
フ
ェ
ッ
ド
（
牧

草
牛
）
使
用
の
パ
テ
ィ
」
と
し

て
、「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ー
・
ベ
タ
ー
」

や
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ズ
・
リ
ザ
ー

ブ
」
「
ト
ー
マ
ス
・
フ
ァ
ー
ム

ズ
」
を
含
む
約
30
の
ブ
ラ
ン
ド

名
で
販
売
さ
れ
た
。
大
腸
菌
は

同
農
務
省
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
）
の
輸

入
品
の
定
期
検
査
で
発
見
さ
れ

た
。
有
害
反
応
や
食
中
毒
な
ど

の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

同
局
が
特
定
し
た
志
賀
毒
素

産
生
大
腸
菌
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
感

染
の
症
状
は
、
血
便
を
伴
う
下

痢
や
嘔
吐
が
２
〜
８
日
続
き
、

重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
る
。
Ｆ

Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
消
費
者
に
対
し
、
冷

凍
保
存
し
て
い
る
場
合
も
あ
る

の
で
、
心
当
た
り
の
商
品
が
あ

る
場
合
は
出
荷
元
を
確
認
し
、

た
だ
ち
に
破
棄
す
る
か
購
入
店

に
返
品
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
て

い
る
。
対
象
商
品
の
ロ
ッ
ト
番

号
や
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

fsis.usda.gov

を
参
照
す
る
。

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
用
の
ひ
き
肉
回
収

大
腸
菌
汚
染
の
可
能
性

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ズ
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
は
３
日
午
前

に
市
庁
舎
で
開
催
さ
れ
た
予
算

委
員
会
で
、
交
通
警
察
官
の
地

下
鉄
内
で
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

態
勢
が
十
分
で
な
い
と
の
見
解

を
表
明
し
た
。

ア
ダ
ム
ズ
市
長
は
「
も
し
地

下
鉄
車
内
や
地
下
鉄
駅
構
内

で
、
警
察
官
が
ス
マ
ホ
を
見
て

職
務
を
怠
っ
て
い
る
姿
を
見
た

ら
写
真
を
撮
影
し
て
市
役
所
に

送
っ
て
欲
し
い
。
所
轄
の
署
に

私
が
出
向
い
て
、
現
場
の
指
揮

に
緩
み
が
な
い
か
こ
の
目
で
確

か
め
て
く
る
」
と
市
民
に
訴
え

た
。
自
ら
も
Ｎ
Ｙ
市
の
交
通
警

察
官
出
身
で
あ
る
市
長
に
と
っ

て
、
１
月
の
就
任
以
降
、
犯
罪

件
数
が
低
下
す
る
こ
と
を
期
待

さ
れ
な
が
ら
、
地
下
鉄
で
の
銃

乱
射
事
件
や
市
民
へ
の
襲
撃
事

件
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
に
市

長
自
身
も
苛
立
ち
を
隠
さ
な
か

っ
た
。
地
下
鉄
パ
ト
ロ
ー
ル
で

は
、
無
人
改
札
口
で
の
違
法
乗

車
（
無
賃
乗
車
）
の
取
り
締
ま

り
に
つ
い
て
罰
金
刑
の
民
事
事

件
か
ら
刑
事
罰
を
課
す
こ
と
も

検
討
し
て
い
く
と
い
う
。

地
下
鉄
内
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化

Ｎ
Ｙ
市
長
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
に
指
示

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
「
ジ
ャ
パ

ン
パ
レ
ー
ド
」
が
５
月
14
日

（
土
）
午
後
１
時
か
ら
３
時
30

分
ま
で
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
・

ウ
エ
ス
ト
の
81
丁
目
か
ら
68
丁

目
ま
で
で
開
催
さ
れ
る
。
同
時

に
西
69
丁
目
の
コ
ロ
ン
バ
ス
街

と
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
・
ウ
エ

ス
ト
の
間
で
は
日
本
文
化
や

食
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
関
連
の
ス

ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も

催
さ
れ
る
。
パ
レ
ー
ド
は
日
本

か
ら
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
の
５
戦

士
が
参
加
す
る
ほ
か
太
鼓
や
空

手
、
御
神
輿
な
ど
日
系
を
中
心

に
90
団
体
が
参
加
す
る
。
開
会

式
は
正
午
か
ら
午
後
12
時
50
分

ま
で
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
・
ウ

エ
ス
ト
の
70
丁
目
と
71
丁
目
。

ジャパン
パレード
14 日（土）に開催

tel:9175773969
mailto:keikoan0127@gmail.com
http://villagewellusa.com
https://www.facebook.com/groups/NYUAlumniJapan/events
mailto:dukebirdy@mac.com
https://www.hondag.com
tel:2122136069
http://myriverside.net/home
http://jweeklyusa.com
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エ

グ

ゼ

ク

テ

ィ

ブ

ら

う

ん

じ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
技
術
研
究
所
の

技
術
を
応
用
し
て
、
日
本
の
医

師
が
世
界
で
初
め
て
開
発
し
た

８
Ｋ
内
視
鏡
。
微
細
な
神
経
や

血
管
を
大
画
面
に
映
し
出
し
、

高
度
な
外
科
手
術
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
安
全
に
行
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
前
例
の
な
い
解
像
度

は
、
医
療
現
場
を
ど
う
変
え
る

の
か
。
開
発
者
の
千
葉
敏
雄
順

天
堂
大
学
医
学
部
教
授
、
一
般

社
団
法
人
メ
デ
ィ
カ
ル
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
理
事
長
に
話
を
聞
い
た
。

き
っ
か
け
は
２
０
０
６
年
、

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

の
医
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
た

時
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
た
ハ

イ
ジ
ャ
ッ
ク
犯
逮
捕
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
に
釘
付
け
に
な
っ

た
。
深
夜
、
真
っ
暗
な
中
で
撮

影
さ
れ
た
カ
メ
ラ
映
像
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
関
係
者
の
顔
が
は

っ
き
り
と
映
っ
て
い
た
か
ら

だ
。「
こ
の
映
像
技
術
を
内
視

鏡
手
術
に
役
立
て
た
い
」。
事

前
の
ア
ポ
イ
ン
ト
も
と
ら
ず

に
、
職
場
の
向
か
い
に
あ
っ
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
技
研
に
す
ぐ
さ
ま
話
を

聞
き
に
行
っ
た
。
運
良
く
、
当

時
の
谷
岡
健
吉
所
長
と
ば
っ
た

り
会
う
。
そ
の
場
で
、
ナ
イ
ト

ビ
ジ
ョ
ン
技
術
「
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
」

と
超
高
精
細
技
術
「
８
Ｋ
」
を

硬
性
内
視
鏡
に
搭
載
す
る
た
め

の
開
発
を
開
始
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

８
Ｋ
硬
性
内
視
鏡
を
用
い
た

世
界
初
の
臨
床
手
術
で
、
胆
嚢

摘
出
手
術
に
加
わ
っ
た
千
葉
さ

ん
は
、
モ
ニ
タ
ー
画
面
に
映
し

出
さ
れ
る
高
精
細
な
映
像
に
驚

い
た
。
８
Ｋ
映
像
は
、
現
在
広

く
使
わ
れ
て
い
る
内
視
鏡
の
２

Ｋ
映
像
に
比
べ
、
16
倍
の
画
素

数
を
誇
る
。
こ
れ
は
10
メ
ー
ト

ル
先
の
新
聞
が
読
め
る
ほ
ど
の

画
素
数
で
、
肉
眼
で
は
見
え
な

い
細
い
血
管
や
縫
合
糸
ま
で
鮮

明
に
映
し
出
す
。「
ま
る
で
患

者
さ
ん
の
お
腹
の
中
で
手
術
を

し
て
い
る
よ
う
で
、映
画
の『
ミ

ク
ロ
の
決
死
圏
（
１
９
６
６
年

の
米
国
の
Ｓ
Ｆ
映
画
）』
を
見

て
い
る
よ
う
で
し
た
」と
話
す
。

し
か
し
当
初
は
難
点
も
あ
っ

た
。
重
さ
だ
。
２
０
２
４
年
に

臨
床
導
入
さ
れ
た
８
Ｋ
内
視
鏡

の
カ
メ
ラ
部
分
は
、
２
・
５
キ

ロ
の
重
さ
。
２
時
間
あ
ま
り
の

手
術
で
も
機
器
を
手
に
持
っ
た

ま
ま
の
手
術
は
か
な
り
の
負

担
。
手
術
で
実
用
化
す
る
た
め

に
小
型
・
軽
量
化
す
る
こ
と
は

大
き
な
課
題
だ
っ
た
。
千
葉
さ

ん
は
努
力
を
重
ね
、
わ
ず
か
4

か
月
で
４
５
０
グ
ラ
ム
ま
で
軽

量
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

「
従
来
の
内
視
鏡
に
比
べ
、
8

Ｋ
は
圧
倒
的
に
臨
場
感
が
あ
り

ま
す
。
一
度
体
験
し
た
ら
、
も

う
昔
の
画
質
に
は
戻
れ
ま
せ

ん
」
と
語
っ
て
い
る
。
身
体
の

内
部
構
造
を
詳
細
に
観
察
で
き

る
こ
の
技
術
は
、
よ
り
安
全
で

正
確
な
手
術
を
可
能
に
す
る
だ

け
で
な
く
、
従
来
は
極
め
て
困

難
だ
っ
た
手
術
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
熟
練
し
た
外

科
医
の
手
術
映
像
を
教
育
用
に

利
用
し
た
り
、
専
門
医
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
遠
隔
手
術

を
よ
り
手
軽
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
も
な
る
」。

海
外
の
医
療
機
関
で
は
ま
だ

使
わ
れ
て
な
い
こ
の
日
本
の
映

像
技
術
は
、
医
療
の
未
来
を
変

え
る
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
持

っ
て
い
る
と
し
て
日
本
政
府
内

閣
府
が
強
く
後
押
し
し
て
い

る
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

　ちば・としお＝ 1975 年東北大学
医学部卒、医学博士。専門分野は小
児外科。86 年米国ピッツバーグ大学
クリニカルフェローを経て、97 年米
国カリフォルニア大学サンフランシ
スコ校（ＵＣＳＦ）胎児治療センタ
ー客員教授。2000 年に帰国。国立
成育医療研究センター特殊診療部部
長。2005 年東京大学情報理工学系研
究科教授。一般社団法人メディカル・
イノベーション・コンソーシアム（Ｍ
ＩＣ）理事長。20 年 2 月アルベルト・
シュバイツァー国際賞の医学賞・最
高賞を受賞。現在順天堂大学医学部
教授。夫人は本紙連載の料理研究家、
千葉真知子さん。

大
学
進
学
を
促
進
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
の
学
資
支
援
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
が
今
月
始
ま
り
、

６
万
５
０
０
０
世
帯
の
幼
稚
園

児
の
銀
行
口
座
に
、
将
来
の
大

学
進
学
の
た
め
の
初
期
投
資
と

し
て
１
０
０
ド
ル
が
振
り
込
ま

れ
た
。

同
市
は
、
米
連
邦
政
府
の

５
２
９
大
学
教
育
費
預
金
制
度

に
基
づ
い
た
同
「
Ｎ
Ｙ
Ｃ
キ
ッ

ズ
・
ラ
イ
ズ
・
フ
ォ
ー
・
カ

レ
ッ
ジ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

２
０
１
７
年
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の

Ｓ
Ｄ
30
学
区
の
生
徒
13
万
人
以

上
の
生
徒
を
対
象
に
試
験
的
に

運
営
を
始
め
た
。
そ
し
て
昨
年
、

ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
前
同
市
長

は
公
立
校
の
幼
稚
園
生
の
長
期

投
資
を
目
的
に
し
た
同
制
度
の

導
入
を
正
式
に
発
表
し
た
。
同

市
の
調
べ
に
よ
る
と
、
早
期
か

ら
高
等
教
育
の
た
め
に
貯
金
を

始
め
る
家
庭
の
子
供
は
、
大
学

進
学
、卒
業
率
が
高
い
と
い
う
。

同
初
期
投
資
を
受
理
し
た
家

庭
は
、
子
供
の
た
め
に
同
制
度

特
定
の
口
座
に
連
携
し
た
別

口
座
を
開
設
す
る
と
、
最
高

２
０
０
ド
ル
の
追
加
融
資
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
制
度

の
詳
細
はnyckidsrise.org

を
参
照
す
る
。
ま
た
同
市
教
育

局
（
Ｄ
Ｏ
Ｅ
）
は
今
月
、
同
市

内
の
各
公
立
校
を
対
象
に
し
た

奨
学
金
制
度
の
啓
発
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
立
ち
上
げ
、
同
制
度
や

学
資
保
険
の
口
座
開
設
な
ど
の

説
明
を
行
う
。
エ
リ
ッ
ク
・
ア

ダ
ム
ス
同
市
長
は
「
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
で
さ
ら
に
拡
大
し
た
人

種
、
貧
富
の
格
差
を
縮
め
る
に

は
、
具
体
的
で
実
践
的
な
解
決

策
が
必
要
だ
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
学
生
ロ
ー
ン
の
融
資
額
を
削

減
し
、
特
に
有
色
人
種
の
学
生

の
負
担
と
な
っ
て
い
る
債
務
危

機
の
回
避
対
策
と
な
る
だ
ろ

う
」
と
話
し
て
い
る
。

将
来
の
大
学
生
の
た
め
に

大
学
費
の
初
期
投
資
プ
ロ
グ
ラ
ム

米
社
会
保
障
局
は
６
日
、

２
０
２
１
年
に
出
生
し
た
新
生

児
の
名
前
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表

し
、女
子
は「
オ
リ
ヴ
ィ
ア
」、

男
子
「
リ
ア
ム
」
が
最
も
多

か
っ
た
。

３
年
連
続
で
１
位
を
維
持

し
て
い
る
「
オ
リ
ヴ
ィ
ア
」

は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
作
の
喜
劇
「
十
二

夜
」
の
主
人
公
と
し
て
も
人

気
が
あ
る
。
14
〜
18
年
に
１

位
だ
っ
た
「
エ
マ
」
は
２

位
、
以
下
女
子
の
上
位
10
位

は
「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
」「
ア

メ
リ
ア
」「
ア
ヴ
ァ
」「
ソ
フ

ィ
ア
」「
イ
ザ
ベ
ラ
」「
ミ
ア
」

「
エ
ヴ
リ
ン
」「
ハ
ー
パ
ー
」
と

な
っ
て
い
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

語
で
「
意
志
の
強
い
戦
士
」
を

意
味
す
る
「
リ
ア
ム
」
は
、
５

年
連
続
で
ト
ッ
プ
の
座
を
維
持

し
、
以
下
男
子
名
ラ
ン
キ
ン
グ

は「
オ
リ
ヴ
ァ
ー
」「
エ
リ
ヤ
」

「
ジ
ェ
ー
ム
ズ
」「
ウ
ィ
リ
ア

ム
」「
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
」「
ル

ー
カ
ス
」「
ヘ
ン
リ
ー
」「
セ

オ
ド
ア
」
だ
っ
た
。

同
局
は
、
20
〜
21
年
で
人

気
が
急
上
昇
し
た
名
前
に
つ

い
て
も
調
査
し
、
特
に
増
加

が
著
し
か
っ
た
の
は
男
子
で

は
ア
ミ
リ
、
エ
リ
ア
ム
、
コ

ル
タ
ー
、
オ
ジ
ー
、
ロ
イ
ヤ

ル
、
女
子
で
は
ラ
ー
ヤ
、
レ

ン
リ
ー
、ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ク
、

ヴ
ィ
ー
ダ
、
エ
ン
バ
ー
リ
ン

だ
っ
た
。
昨
年
、米
国
内
で
は
、

一
昨
年
前
か
ら
約
４
万
人
増
の

３
６
０
万
人
強
が
誕
生
し
た
。

米国の赤ちゃん名前ランキング

８
Ｋ
内
視
鏡
を
世
界
初
で
開
発

一般社団法人

メディカル・イノベーション・コンソーシアム

理事長千葉敏雄さん

http://www.jeiny.org/
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も
れ
な
く
ア
マ
ゾ
ン
の
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
が
も
ら
え
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
も
実
施
し
て
い
る
。

お
す
す
め
番
組
は
、
デ
ィ
ー

ン
・
フ
ジ
オ
カ
主
演
、
日
本
テ

レ
ビ
× H

ulu

共
同
制
作
ド
ラ

マ
「
パ
ン
ド
ラ
の
果
実
〜
科
学

犯
罪
捜
査
フ
ァ
イ
ル
〜
」、
今

田
美
桜
初
主
演
ド
ラ
マ
「
悪
女

〜
働
く
の
が
カ
ッ
コ
悪
い
な
ん

て
誰
が
言
っ
た
？
〜
」
な
ど
現

在
日
本
で
放
送
中
の
最
新
ド
ラ

マ
や
、「
あ
な
た
の
番
で
す
」「
真

犯
人
フ
ラ
グ
」「
チ
ェ
リ
ま
ほ
」

な
ど
の
大
ヒ
ッ
ト
ド
ラ
マ
な
ど

充
実
し
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
そ

の
ほ
か
、
人
気
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
、
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
ア
ニ
メ
や
映
画

を
放
送
。
6
月
に
は
夏
休
み
の

子
ど
も
と
家
族
向
け
に
「
ド
ラ

え
も
ん
」
映
画
10
作
品
を
一
挙

に
配
信
す
る
。

こ
の
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と

iO
S

の
ア
プ
リ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
使
い
や
す
く
な
っ
て

登
場
。A

pple Pay

で
の
支

払
い
も
可
能
と
な
っ
た
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

dlibjapan.net/

を
参
照
。

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
『
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　最近ネット上で、Situationship という言葉をよく目にします。アメリカの若者た
ちが使うこのスラングは、親しく付き合ってはいるものの将来への約束はしていな
いという、男女のとりあえずの関係を意味します。Relationship（人間関係）ではな

く、Situation（その時々の状況）に任せる関係だというニュアンスです。結婚のことなどは考えず、その時々
の交際を楽しむことは、若い世代の新しいやり方かもしれません。
　もっとも、自分は真剣な交際を求めているのに、相手との関係が Situationship に入ったようで、どう
してよいか分からないという人生相談もよくあります。結婚を望んでいる相談者に対して、カウンセラー
は Situationship から抜け出したいなら、相手にはっきりと恋愛、仕事、家族、人生観などを尋ねて、交
際を続けるかどうかを決断しなさいとアドバイスしています。
　カウンセラーはこうも言っています。「タフな質問をして拒絶されることを恐れては、何も解決しませ
ん！」　本当のところ、もし Situationship を Relationship にしたいなら、一番大事なことは、勇気を出し
てお互いに心から誠実なコミュニケーションをすることなのでしょうね。 最近の日本の若者はどうでしょ
うか・・・とても気になるところです。　　　　　　　　　　　　　 （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Situationship
とりあえずの男女交際

米 語
Watch
【226】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ス
モ
メ
デ
ィ
ア
・

ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ク
〈
ｄ
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ジ
ャ
パ
ン
〉 (

本
社
：

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク)

は
、
日
本
の

放
送
局
な
ど
か
ら
正
式
に
権
利

許
諾
を
得
た
安
全
な
ア
メ
リ

カ
・
カ
ナ
ダ
で
の
動
画
配
信
サ

ー
ビ
ス
。
日
本
の
最
新
ド
ラ
マ
、

も
う
一
度
み
た
い
ド
ラ
マ
、
英

語
字
幕
付
き
の
映
画
、
ア
ニ
メ

や
人
気
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
な
ど
、

多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
楽

し
め
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
月
額

９
ド
ル
99
セ
ン
ト
（
カ
ナ
ダ
で

は
12
ド
ル
99
セ
ン
ト
）
で
見
放

題
。
5
月
31
日
ま
で
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
の
新
規
加
入
で
、

ｄライブラリジャパン

新
規
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ス
モ
メ
デ
ィ
ア
・
ア
メ
リ
カ

ア
マ
ゾ
ン
・
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
進
呈

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

www.nyseikatsu.com

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
日
本
同

窓
会(N

Y
U

 A
lum

ni C
lub 

in Japan)

は
、

20
日
（
金
）

午
後
５
時
か
ら
11
時
ま
で
「
Ｎ

Ｙ
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
バ
ー
巡
り
」

を
開
催
す
る
。
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン

の
３
つ
の
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
バ
ー

か
ら
サ
ン
セ
ッ
ト
と
エ
ン
パ
イ

ア
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
の
夜
景
を
楽

し
む
。
ま
た
、
21
日
（
土
）
午

後
１
時
か
ら
「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
・

イ
ン
・
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
」

と
し
て
、
同
窓
生
や
現
役
学
生

対
象
に
無
料
の
お
菓
子
付
き
懇

親
会
を
開
催
す
る
。

同
会
は
、
Ｎ
Ｙ
大
学
が
日
本

で
公
認
し
て
い
る
唯
一
の
同
窓

会
で
５
０
０
０
人
の
会
員
が
お

り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
東
京
で
月

1
回
の
講
演
会
な
ど
を
開
催
、

コ
ロ
ナ
禍
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
や

実
地
で
同
校
教
授
を
交
え
日
米

や
世
界
を
繋
ぐ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
同
会
は
留
学

生
の
た
め
に
日
米
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
交
流
の
場
を
広
げ
、
昨

年
Ｎ
Ｙ
支
部
を
発
足
。
現
在
の

会
員
は
８
０
０
人
、
日
本
の
同

窓
会
と
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

alu
m

n
i.japan

@
n

y
u

.edu

ま
で
。
参
加
希
望
者
は
19
日

（
木
）
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
次
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
む
。
バ
ー
巡
り

申
し
込
み
（https://cvent.

m
e/e2

Z
N

3
G

?sm
s=2

）
、

ピ

ク

ニ

ッ

ク

申

し

込

み
（h

ttps://cv
en

t.m
e/

bnz98M
?sm

s=2

）

か

ら
。

詳
細
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ

ー

ジ
（https://w

w
w

.
facebook.com

/grou
ps/

N
Y

U
A

lum
niJapan

）
参
照
。

NYU日本同窓会
NY支部

懇親イベント開催

20日と21日
BAR＆ピクニック

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
４
月
27
日
、
ラ
ガ
ー

デ
ィ
ア
空
港
行
き
の
バ
ス
「
ラ

ガ
ー
デ
ィ
ア
・
リ
ン
ク（
Ｑ
70
）」

の
乗
車
を
５
月
１
日
か
ら
無
料

に
す
る
と
発
表
し
た
。

毎
日
24
時
間
運
行
す
る
同
バ

ス
路
線
は
こ
れ
ま
で
、
特
定
の

週
末
や
祝
日
、
混
雑
時
間
な
ど

に
限
り
無
料
で
運
行
し
て
い

た
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
オ
モ

前
同
州
知
事
が
立
案
し
た
地
下

鉄
ウ
ィ
レ
ッ
ツ
・
ポ
イ
ン
ト
駅

と
同
空
港
を
結
ぶ
全
長
１
・
５

マ
イ
ル
の
高
架
鉄
道
「
エ
ア
ト

レ
イ
ン
」
計
画
は
、
昨
年
10
月

に
中
止
が
決
定
し
、
以
来
、
港

湾
公
社
は
同
計
画
の
代
対
案
を

検
討
し
て
い
た
。
都
市
交
通
局

は
同
路
線
の
無
料
運
行
サ
ー
ビ

ス
を
可
決
し
、
同
州
知
事
が
承

認
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

同
路
線
は
、
74
丁
目
／
ブ
ロ

ー
ド
ウ
エ
ー
／
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・

ハ
イ
ツ-

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
・
ア

ベ
ニ
ュ
ー
駅
（
地
下
鉄
Ｅ
、Ｆ
、

Ｍ
、
Ｒ
、
７
番
線
）
〜
同
空
港

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
〜

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
ウ
ッ

ド
サ
イ
ド
駅
（
61
丁
目
、
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
）
を

運
行
し
て
い
る
。
ホ
ウ
ク
ル
同

州
知
事
は
「
理
に
適
う
案
が
あ

れ
ば
、
長
期
に
わ
た
る
議
論
は

し
な
い
。
私
は
す
ぐ
に
実
行
す

る
」
と
し
「
都
市
交
通
局
（
Ｍ

Ｔ
Ａ
）
と
港
湾
公
社
は
、
最
大

限
の
効
果
を
目
指
し
連
携
し
て

い
く
」
と
話
し
て
い
る
。

ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
行
き

バ
ス
が
常
時
無
料
に

日
本
語
で
米
国
式
人
事
管
理

の
ス
キ
ル
や
知
識
を
高
め
る
講

座
を
開
催
す
る
ジ
ャ
パ
ン
・
イ

ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
本
社
・
シ
カ

ゴ
、
ロ
シ
エ
ル
・
カ
ッ
プ
代
表
）

は
、18
日
（
水
）
か
ら
４
日
間
、

米
国
に
お
け
る
人
事
管
理
法
入

門
講
座
を
開
催
す
る
。
米
国
で

人
事
管
理
を
行
う
た
め
の
知

識
、
戦
略
、
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ

ー
の
基
準
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
入
門
レ
ベ
ル
。
受
講
後
、
テ

ス
ト
に
合
格
す
る
と
正
式
な
資

格
が
発
行
さ
れ
る
。

こ
の
講
座
は
米
国
で
人
事
管

理
業
務
を
担
当
し
て
い
る
人
、

米
国
人
部
下
を
持
っ
て
い
る
管

理
職
を
対
象
と
し
て
い
る
。
セ

ミ
ナ
ー
で
は
人
事
機
能
の
明
確

な
理
解
、
従
業
員
を
惹
き
つ

け
、
選
択
す
る
た
め
の
重
要
な

ス
キ
ル
、
総
報
酬
シ
ス
テ
ム
を

学
ぶ
ほ
か
業
績
管
理
の
目
的
と

プ
ロ
セ
ス
を
知
る
。
問
い
合
わ

せ
は
ロ
シ
ェ
ル
・
カ
ッ
プ
さ

ん
。

Ｅ
メ
ー
ル

rochelle@
japan

in
tercu

ltu
ral.com

ま
で
。

米
国
式
人
事
管
理

カ
ッ
プ
さ
ん
講
座

https://dlibjapan.net/
https://dlibjapan.net/
https://dlibjapan.net/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:alumni.japan@nyu.edu
mailto:alumni.japan@nyu.edu
mailto:alumni.japan@nyu.edu
mailto:alumni.japan@nyu.edu
https://www.facebook.com/groups/NYUAlumniJapan/events
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://www.maxjob.com/
http://www.rostamilaw.com
https://hls-global.com


2022 年（令和 4 年）5月14日（土） 週刊NY生活 SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(8)

146

あ
る
面
白
い
テ
レ
ビ
番
組
を

み
た
。
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
ら
す

ぐ
に
分
か
る
の
だ
が
、
こ
こ
で

は
「
某
番
組
」
と
言
っ
て
お
こ

う
。
そ
の
番
組
で
取
り
上
げ
て

い
た
テ
ー
マ
は
「
徳
川
慶
喜
将

軍
を
生
で
見
た
こ
と
が
あ
る

人
、
ま
だ
ギ
リ
こ
の
世
に
い
る

説
」
と
い
う
も
の
。
将
軍
は

１
９
１
３
年
ま
で
生
き
て
お
ら

れ
た
の
で
、
１
０
０
数
年
前
の

こ
と
。
も
し
、
一
次
情
報
な
ら

ず
と
も
、
ナ
マ
将
軍
の
話
が
で

き
る
人
が
い
た
ら
す
ご
く
興
奮

し
ま
す
よ
ね
。
非
常
に
貴
重
な

二
次
情
報
で
あ
る
こ
と
は
確
か

で
す
。
そ
こ
で
番
組
で
は
、
こ

の
説
を
立
証
す
る
た
め
に
は
少

な
く
と
も
１
０
０
歳
以
上
の
方

が
調
査
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
、

ア
ラ
フ
ォ
ー
、
ア
ラ
フ
ィ
フ
な

ら
ぬ
「
ア
ラ
ハ
ン
（
１
０
０
歳

前
後
）
」
の
高
齢
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
試
み
る
の
だ
っ
た
。

お
の
ず
と
調
査
対
象
は
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

方
が
メ
イ
ン
に
な
り
、
し
か

も
、
条
件
は
「
将
軍
を
覚
え
て

い
る
」
が
最
重
要
ポ
イ
ン
ト
。

番
組
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は

「
け
い
き
（
慶
喜
）
に
は
会
っ

て
な
い
け
ど
大
隈
（
重
信
）
さ

ん
に
は
会
っ
た
」
と
か
、
「
父

が
大
学
時
代
に
夏
目
漱
石
の
授

業
を
受
け
て
い
た
と
い
っ
て
い

た
」
な
ど
驚
き
の
話
や
、
「
村

に
ち
ょ
ん
ま
げ
結
っ
た
人
が
う

ろ
う
ろ
し
て
い
た
。
何
で
あ
あ

い
う
髪
型
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
と
は
思
っ
た
が
、
聞
く
勇
気

は
な
か
っ
た
」
と
か
。
必
ず
し

も
「
説
」
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て

も
、
高
齢
者
か
ら
の
話
は
本
当

に
面
白
い
。
聞
く
方
も
楽
し
い

し
、
話
す
方
も
「
自
分
の
存
在

意
義
」
が
確
認
で
き
る
瞬
間
で

も
あ
る
。
結
果
、
将
軍
に
会
っ

た
と
い
う
人
は
…
？

い
ま
し

た
！

東
京
日
本
橋
で
目
撃
し

た
！
と
い
う
貴
重
な
話
が
聞
け

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
先
日
、
も
う
少
し

年
齢
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
た

「
本
物
の
ハ
チ
公
見
た
こ
と
が

高
齢
の
方
は
生
き
た
図
書
館

積
極
的
に
話
を
聞
こ
う

あ
る
人
、
ま
だ
ギ
リ
こ
の
世
に

い
る
説
」
が
放
送
さ
れ
た
。
渋

谷
の
忠
犬
ハ
チ
公
は
１
９
３
５

年
だ
か
ら
90
歳
前
後
。だ
か
ら
、

「
ギ
リ
」
ど
こ
ろ
か
、
渋
谷
の

生
き
字
引
が
ぞ
く
ぞ
く
と
テ
レ

ビ
に
登
場
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
た
方
の
中
に
は
渋
谷
で
20

歳
か
ら
芸
者
を
し
て
お
り
、
今

も
「
93
歳
現
役
の
芸
者
で
す
」

と
！

そ
の
方
か
ら
当
時
の
想

像
を
超
え
た
風
情
が
細
か
く
語

ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
肝
心

の
ハ
チ
公
の
こ
と
。「
忠
犬
」

と
し
て
ご
主
人
様
を
思
う
心
に

感
動
す
る
犬
と
し
て
伝
え
語
ら

れ
て
き
て
い
る
我
々
だ
が
、
本

物
の
ハ
チ
公
を
見
た
こ
と
が
あ

る
高
齢
者
に
共
通
す
る
話
は
、

「
当
時
、
駅
前
に
は
屋
台
が
並

ん
で
い
て
、
ハ
チ
公
は
焼
き
鳥

の
硬
い
部
分
を
も
ら
っ
て
は
、

辺
り
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
た
。

店
が
閉
ま
る
と
寝
床
に
帰
っ
て

い
た
」
と
い
う
も
の
。
皆
が
知

っ
て
い
る
「
ご
主
人
様
が
帰
っ

て
く
る
で
あ
ろ
う
改
札
を
じ
っ

と
眺
め
て
は
静
か
に
そ
の
前
で

悲
し
そ
う
に
佇
ん
で
い
た
」
と

い
う
話
は
、「
現
実
」
を
脚
色

し
た
「
美
談
」
と
い
う
こ
と
が

判
明
し
た
。
た
だ
し
、
ハ
チ
公

は
生
前
か
ら
有
名
で
、
あ
の
銅

像
が
建
て
ら
れ
た
時
に
は
、
ま

だ
生
き
て
い
て
、
建
立
式
に
は

「
ご
本
犬
」
と
し
て
立
ち
会
っ

た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
高
齢
者
か
ら

丁
寧
に
お
話
を
伺
う
と
い
う
こ

と
は
、
本
人
の
尊
厳
も
高
め
る

こ
と
に
な
る
し
、
曲
げ
ら
れ
た

美
談
（
ま
た
逆
も
然
り
）
の
事

実
を
理
解
で
き
る
と
い
う
貴
重

な
機
会
だ
。
と
に
か
く
、
フ
リ

も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
し
、
オ
チ
は

も
っ
と
楽
し
い
。
我
々
が
実
体

験
で
き
な
い
は
ず
の
夢
物
語
、

お
宝
話
が
高
齢
者
の
中
に
は
ま

だ
あ
る
の
だ
。
ラ
イ
ブ
感
た
っ

ぷ
り
の
本
当
の
声
は
、
聞
い
て

い
る
こ
ち
ら
も
リ
ア
ル
に
目
に

浮
か
ん
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。
ア

フ
リ
カ
の
言
い
伝
え
で
は
「
一

人
の
高
齢
者
が
死
ぬ
と
一
つ
の

図
書
館
が
な
く
な
る
」
と
さ
え

言
う
ら
し
い
。こ
こ
に
あ
る「
美

談
」も
そ
う
だ
が
、「
稀
代
の
悪
・

事
件
」
に
つ
い
て
も
、
曲
解
し

な
い
で
、
本
人
の
体
験
談
か
ら

ま
る
ご
と
聞
い
て
、
後
世
に
伝

え
続
け
る
こ
と
こ
そ
、
今
を
生

き
る
我
々
の
役
割
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
生
き
る
図
書
館
が
そ

こ
に
は
あ
る
の
だ
か
ら
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟

大
阪
支
部
監
査
役

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
が
主
催
す
る
第
14

回
サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア

で
、
５
月
９
日
（
月
）
ま
で
ラ

イ
オ
ン
ズ
大
学

大
人
の
教
養

講
座
シ
リ
ー
ズ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

講
演
会
（
企
画
・
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
協
力
・
マ

イ
ベ
ス
ト
プ
ロ
、
マ
イ
・
イ
ベ

ン
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
第
２
時
限
は
、
介
護

研
究
家
の
石
川
立
美
子
さ
ん
の

K
IM

O
N

O

と
五
感
で
楽
ら
く

認
知
症
ケ
ア
と
予
防
に
つ
い
て

解
説
が
あ
っ
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
（
１
）
認

知
症
っ
て
知
っ
て
る
？
（
２
）

K
IM

O
N

O

で
認
知
症
ケ
ア
と

予
防
（
３
）
五
感
で
認
知
症
ケ

ア
と
予
防
＆
コ
ロ
ナ
の
嗅
覚
低

下
の
改
善
に
つ
い
て
。
認
知
症

は
、
脳
の
病
気
に
よ
り
認
知
機

能
が
低
下
し
、
生
活
に
支
障
を

き
た
す
症
状
の
こ
と
を
言
う
。

認
知
機
能
に
は
、
記
憶
力
、
言

語
能
力
、
判
断
力
、
計
算
力
、

遂
行
力
、
見
当
識
が
あ
る
。
若

く
し
て
な
る
こ
と
も
あ
り
、
現

在
多
く
の
国
で
、
若
年
性
の
認

知
症
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て

い
る
。
怒
っ
た
り
、
冷
た
く
し

て
し
ま
う
と
本
人
も
イ
ラ
イ
ラ

し
た
り
不
安
に
な
っ
て
し
ま

う
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
し
っ

か
り
ケ
ア
を
す
る
こ
と
で
笑
顔

で
楽
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

着
物
を
着
て
身
な
り
を
整
え

る
こ
と
で
、
活
力
、
意
欲
が
湧

い
て
く
る
。
自
分
を
喜
ば
せ
て

自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、

周
囲
の
人
を
大
切
に
す
る
こ
と

と
同
じ
。
着
崩
れ
し
な
い
よ
う

に
襟
や
裾
に
気
を
使
う
。
静
か

に
歩
く
な
ど
の
所
作
に
気
を
つ

け
る
な
ど
、
普
段
あ
ま
り
し
な

い
行
為
が
、
脳
の
活
性
化
に
繋

が
る
。
ま
た
、
昔
の
こ
と
を
話

し
た
り
、
楽
し
い
会
話
が
増
え

る
こ
と
も
、
着
物
を
着
る
大
事

な
理
由
と
な
る
。

五
感
は
味
覚
、
視
覚
、
聴
覚
、

触
覚
、
嗅
覚
。
大
き
な
音
や
不

快
な
匂
い
、見
え
に
く
い
文
字
、

馴
染
み
の
な
い
味
、
痛
い
肌
触

り
な
ど
に
遭
遇
す
る
と
人
間
は

不
安
と
混
乱
を
覚
え
る
。逆
に
、

心
地
よ
い
音
、落
ち
着
く
香
り
、

分
か
り
や
す
い
標
識
、
好
み
の

味
、
優
し
い
肌
触
り
に
接
す
る

と
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
る
。

嗅
覚
が
良
く
な
る
と
、
ご
飯

や
飲
み
物
が
美
味
し
く
感
じ
ら

れ
、
生
き
る
喜
び
に
繋
が
る
。

そ
し
て
季
節
の
香
り
や
食
べ
物

の
香
り
を
楽
し
め
る
と
、
生
活

が
豊
か
に
な
る
。
優
し
い
花
の

香
り
を
嗅
い
で
、
穏
や
か
な
気

持
ち
に
な
っ
た
り
、
脳
に
刺
激

が
行
く
こ
と
で
、
認
知
症
の
予

防
に
な
り
、
進
行
を
遅
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
る
、
こ
れ
を
プ
ル

ー
ス
ト
現
象
と
い
う
。

石
川
立
美
子
さ
ん

マ
イ
ベ
ス
ト
プ
ロ
Ｊ
Ａ
Ａ
講
演
会

五
感
で
認
知
症
ケ
ア
オンラインで開催

全
米
精
神
障
害
家
族
会

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

全
米
精
神
障
害
家
族
会
（
Ｎ

Ａ
Ｍ
Ｉ

）
サ
ウ
ス
ベ
イ
日
本

語
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ

Ｓ
Ｓ
Ｇ
／
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）
主

催
で
、
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
「
心

の
病
」
を
知
る
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
が
６
月
30
日
（
木
）
米
西
海

岸
時
間
午
後
６
時
30
分
か
ら
８

時
ま
で
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
開
催
さ
れ

る
。副

題
は
「
食
か
ら
心
に
栄
養

を
与
え
る
」。
精
神
面
か
ら
く

る
体
の
不
調
を
食
生
活
の
見

直
し
で
改
善
す
る
方
法
を
解

説
す
る
。
申
し
込
み
方
法
：

メ

ー

ルnam
istaff2022@

gm
ail.com

（

セ

ミ

ナ

ー

ス

タ

ッ

フ

宛

）、

電

話

３
１
７
・
４
１
０
・
０
９
９
４

（
ふ
た
み
宛
）  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ノ
ハ
ー
レ
ム

に
本
部
を
置
く
ニ
ュ
ー
ヘ
リ
テ

ー
ジ
・
シ
ア
タ
ー
・
グ
ル
ー
プ

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ア
ジ
ア
系

団
体
が
協
力
し
て
ア
ジ
ア
人
へ

の
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
阻
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
動
画
が
こ
の
ほ
ど
公

開
さ
れ
た
。
世
界
中
の
歌
手
が

ボ
ブ
・
マ
ー
レ
イ
の
「
ワ
ン
・

ラ
ブ
（
一
つ
の
愛
）」
を
リ
レ

ー
形
式
で
歌
っ
て
い
る
。
歌
手

の
ハ
リ
ー
・
ベ
ラ
フ
ォ
ン
テ
が

「
一
つ
の
愛
は
、
人
類
が
生
き

延
び
て
行
く
た
め
の
唯
一
の
テ

ー
マ
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

て
い
る
。
詳
細
はvorivers@

gm
ail.com

ア
ジ
ア
ヘ
イ
ト
阻
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
動
画
を
公
開

mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
http://kkobo.com/
tel:9175773969
https://hinomaru-limo.com/
https://goshikiprinting.com/
tel:2019438003
mailto:meiseimotors@aol.com


(9)　　［ローカル面］　 週刊NY生活 SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）5月14日（土）

ローカル
  スクランブル　

New Jersey

お
店
か
ら
レ
ジ
袋
が
消
え
た
！

Ｎ
Ｊ
で
も
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
規
制
開
始

地
球
の
環
境
保
護
の
た
め
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら
す
取

り
組
み
が
世
界
で
進
ん
で
い
る

が
、
そ
の
一
環
で
、
数
年
前
か

ら
ア
メ
リ
カ
各
州
で
小
売
店
で

提
供
さ
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
製
の
レ

ジ
袋
を
廃
止
す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
今
月

４
日
か
ら
遂
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
で
も
レ
ジ
袋
の
規
制
が

始
ま
り
、
お
店
か
ら
一
斉
に
レ

ジ
袋
が
姿
を
消
し
た
。
ま
た
、

同
日
よ
り
、
飲
食
店
の
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
き

た
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
容
器
や

皿
、
カ
ッ
プ
な
ど
も
使
用
禁
止

と
な
っ
た
。

但
し
、
今
回
の
規
制
法
に
は

い
く
つ
か
の
「
例
外
」
が
あ
り

混
乱
が
起
き
そ
う
な
こ
と
も

事
実
だ
。
Ｎ
Ｊ
州
の
サ
イ
ト
、

nj.gov

に
掲
載
さ
れ
て
い
る

ル
ー
ル
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。

グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
ス
ト
ア
（
店

舗
面
積
が
２
５
０
０
平
方
フ
ィ

ー
ト
以
上
）
＝
会
計
時
や
配
達

時
に
使
う
い
わ
ゆ
る
「
レ
ジ

袋
」
の
提
供
禁
止
（
紙
袋
の
提

供
も
禁
止
）
。
再
利
用
可
能
な

買
い
物
袋
の
販
売
や
顧
客
が
持

ち
込
ん
だ
買
い
物
袋
の
使
用
は

可
能
。
農
作
物
や
花
な
ど
を
入

れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
提
供
可

能
。
精
肉
や
魚
類
な
ど
の
販
売

に
使
用
す
る
ス
チ
ロ
ー
ル
ト
レ

イ
は
使
用
可
能
。
カ
ッ
プ
麺
の

器
な
ど
既
に
工
場
出
荷
時
に
製

品
の
一
部
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
ス
チ
ロ
ー
ル
容
器
は
販
売

可
能
。

飲
食
店
＝
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
用

ビ
ニ
ー
ル
袋
の
提
供
は
禁
止

し
、
紙
袋
に
置
き
換
え
る
。
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
や
出
前
用
の
ス
チ

ロ
ー
ル
容
器
の
使
用
禁
止
。
但

し
、
熱
い
食
べ
物
や
蓋
が
必
要

な
液
体
状
の
食
品
を
入
れ
る
２

オ
ン
ス
以
下
の
ス
チ
ロ
ー
ル
容

器
は
例
外
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス

ト
ロ
ー
は
客
か
ら
要
望
が
あ
れ

ば
提
供
可
能
。

コ
ン
ビ
ニ
店
＝
会
計
時
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
提
供
は
禁
止
し
、
紙

袋
に
置
き
換
え
る
。
顧
客
が
持

ち
込
ん
だ
買
い
物
袋
の
使
用
は

可
能
。
飲
み
物
の
ス
ト
ロ
ー
は

客
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
提
供
可

能
。薬

局
＝
会
計
時
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
提
供
は
禁
止
し
、
紙
袋
に
置

き
換
え
る
。
顧
客
が
持
ち
込
ん

だ
買
い
物
袋
の
使
用
は
可
能
。

処
方
箋
薬
を
入
れ
る
ビ
ニ
ー
ル

袋
の
提
供
は
可
能
。

小
売
店
：
会
計
時
の
ビ
ニ
ー

ル
袋
提
供
は
禁
止
し
、
紙
袋
に

置
き
換
え
る
。
顧
客
が
持
ち
込

ん
だ
買
い
物
袋
の
使
用
は
可

能
。家

庭
＝
既
に
入
手
済
み
の
レ

ジ
袋
の
再
使
用
は
可
能
。
ス
チ

ロ
ー
ル
製
の
皿
や
カ
ッ
プ
の
購

入
は
不
可
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
皿
や
カ
ッ
プ
、
食
器
の
購
入

は
可
能
。

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
不
正

が
発
覚
し
た
場
合
は
、
初
回
は

警
告
で
済
む
が
、
２
回
目
は
一

日
あ
た
り
１
０
０
０
ド
ル
ま

で
、
３
回
目
以
降
は
一
日
あ
た

り
５
０
０
０
ド
ル
ま
で
の
罰
金

を
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

た
だ
、
２
５
０
０
平
方
フ
ィ
ー

ト
以
下
の
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
ス
ト

ア
に
つ
い
て
は
詳
細
が
言
及
さ

れ
て
い
な
い
の
で
混
乱
が
生
ま

れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｊ
州
に

は
以
前
か
ら
紙
袋
の
提
供
を
禁

じ
て
い
る
市
区
町
村
が
あ
り
、

今
回
の
規
制
に
よ
り
、
客
が
袋

を
持
ち
込
ま
な
い
限
り
手
で
持

ち
き
れ
な
い
複
数
の
商
品
を
売

れ
な
く
な
る
店
も
出
て
く
る
。

尚
、
報
道
に
よ
る
と
、
飲
食

店
が
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
容
器
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ス
ト
ロ
ー
を
や
め
、
合
法
と
さ

れ
る
素
材
に
切
り
替
え
る
と
、

経
費
が
３
〜
５
倍
に
膨
れ
上
が

る
た
め
、
そ
の
コ
ス
ト
を
料
理

の
値
段
に
反
映
さ
せ
な
い
と
経

営
が
た
ち
い
か
な
く
な
る
店
も

増
え
る
と
い
う
。
あ
る
消
費
者

は
、
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
は

大
事
と
理
解
し
つ
つ
も
、「
ビ

ニ
ー
ル
レ
ジ
袋
は
様
々
な
二
次

利
用
に
重
宝
し
て
い
た
の
で
今

後
入
手
で
き
な
く
な
る
の
は
残

念
。
ス
チ
ロ
ー
ル
製
容
器
も
や

け
ど
を
し
に
く
く
て
便
利
だ
っ

た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
や
カ

ッ
プ
、
ビ
ニ
ー
ル
の
ゴ
ミ
袋
は

Ｏ
Ｋ
な
の
に
・
・
・
」
と
納
得

が
い
か
な
い
表
情
を
浮
か
べ
て

い
た
。

今
回
の
法
律
で
禁
止
さ
れ
た

「
袋
」
の
定
義
や
、「
再
利
用
可

能
な
買
い
物
袋
」
に
つ
い
て
の

定
義
ほ
か
、
詳
細
に
関
し
て
は

前
述
の
、nj.gov
に
細
か
く

書
か
れ
て
い
る
の
で
参
照
の
こ

と
。

●ニュージャージー・ルネッサンス・
フェア
５月 28 日、29 日、６月４日、５日　
午前 10 時 - 午後６時
1195 Florence Columbus Rd , 
Bordentown
　全米各地で人気の、中世の世界を体
験するイベントのＮＪ版。会場全体が
ヨーロッパの中世時代にタイムスリッ
プし、騎士の対決や馬術といったショ
ーや、大道芸人その他、数々の中世を

再現した催しを楽しめるほか、中世時
代風の食べ物や、衣装などを販売する
店舗が並ぶ。現地のスタッフはもちろ
ん、マニアも中世衣装のコスプレで参
加するので、もし家族で行く場合は、
プリンセスや騎士のハロウィーンコス
チュームを着ていくと更に楽しめる。
入場料：大人 25 ドル〜 njrenfair.com
●ワイルドウッズ・インターナショナ
ル・カイト・フェスティバル
５月 27 日 -30 日　開催時間は日によ
って異なるのでウェブサイト参照
　金曜夜から月曜まで４日間にわたっ
て開催される「凧」の祭典。様々な形
をした無数の凧が海岸で空に舞う姿は
圧巻。競技凧のショーや、ワークショ
ップなど、凧づくしの一日を楽しめる。
会場への入場は無料。
wildwoodsnj.com
●バトルシップ・ニュージャージー・

メモリアルデー・セレモニー
５月 30 日午前 10 時 -11 時　　（＊祝
砲の実演は毎週土曜日の正午 - 午後２
時に開催）
62 Battleship Place, Camden
　第二次世界大戦から冷戦時代の中東
戦線まで活躍した米海軍の戦艦「ニュ
ージャージー」。今はその役目を終え、
体験型施設としてフィラデルフィアの
近くで展示されている。メモリアルデ
ー当日に、同艦の甲板で国のために命
を捧げて戦った多くの兵士たちに感謝
を表す式典が行われる。
battleshipnewjersey.org

メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー
週
末
に

楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
３
選

　５月 30 日はメモリアルデー（戦没将兵追悼記念日）の祭日で、この日は今年
最初の大きな祭日となるため３連休を取ってどこかに出かける人も多い。その
週末は、ＮＪ州内でも各地でパレードが実施されるほか、「夏の始まり」という
認識があり、各地の海岸で海開きがあったり、野外イベントも多く開催される
ようになる。その中でＮＪ州南部で開催されるイベントをいくつか紹介しよう。

http://jmart-usa.com/en/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://japaneseschool.org
http://www.salon-oasis.net
https://tawaramart.com/
http://www.jwsnj.org/
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
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BOOKS
子
ど
も
の
こ
ろ
愛
読
し
た
の

が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
児
童
文

学
作
家
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
リ
ン

ド
グ
レ
ー
ン
の
作
品
だ
っ
た
。

学
校
の
図
書
室
の
片
隅
で
、
岩

波
書
店
版
の
ケ
ー
ス
に
入
っ
た

ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
本
を
開
く
た

び
、
遠
い
異
国
で
楽
し
く
暮
ら

す
親
友
と
交
信
す
る
よ
う
な
気

持
に
な
っ
た
。
今
な
ら
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の
「
イ
イ
ね
」
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
よ
う
な
感
覚

だ
。
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
の
代
表

作
『
長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ
』
は
、

高
畑
勲
と
宮
崎
駿
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
コ
ン
ビ
が
ア
ニ
メ
化
し
よ
う

と
し
て
い
た
が
、
大
人
の
事
情

で
幻
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
両
方
の
フ
ァ
ン
に
は
と
て
も

悲
し
い
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
。

し
か
し
高
畑
・
宮
崎
監
督
は

ピ
ッ
ピ
の
制
作
過
程
の
経
験
を

活
か
し
、
ス
イ
ス
の
作
家
ヨ
ハ

ン
ナ
・
シ
ュ
ピ
リ
の
『
ア
ル
プ

ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
』
を
テ
レ
ビ

ア
ニ
メ
と
し
て
手
掛
け
た
。
も

う
大
昔
の
作
品
で
あ
り
な
が

ら
、
い
ま
な
お
輝
き
を
失
わ
な

い
。
同
じ
く
ア
ニ
メ
で
は
、
文

学
的
な
要
素
の
高
か
っ
た
カ
ナ

ダ
の
Ｌ
・
Ｍ
・
モ
ン
ゴ
メ
リ
の

『
赤
毛
の
ア
ン
』
も
忘
れ
ら
れ

な
い
。
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
が

制
作
し
た
『
ア
ン
と
い
う
名
の

少
女
』
は
現
代
的
に
ア
レ
ン
ジ

さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
往
年
の
フ

ァ
ン
の
間
で
少
々
物
議
を
か
も

し
て
い
た
。

ア
ニ
メ
の
話
で
は
な
い
。
少

女
小
説
の
話
で
あ
る
。

辛
口
の
文
芸
評
論
家
と
し
て

名
高
い
斎
藤
美
奈
子
さ
ん
が
切

り
込
ん
だ
の
は
、
誰
も
が
読
ん

だ
で
あ
ろ
う
9
本
の
少
女
小

説
。『
小
公
女
』『
秘
密
の
花
園
』

『
若
草
物
語
』『
ハ
イ
ジ
』『
赤

毛
の
ア
ン
』『
あ
し
な
が
お
じ

さ
ん
』『
大
草
原
の
小
さ
な
家
』

『
ふ
た
り
の
ロ
ッ
テ
』『
長
く
つ

下
の
ピ
ッ
ピ
』。
い
ず
れ
も
10

代
の
少
女
が
主
人
公
で
、
19
世

紀
後
半
か
ら
20
世
紀
前
半
に
書

か
れ
た
名
作
と
言
わ
れ
る
も

の
。

斎
藤
さ
ん
が
指
摘
す
る
点

は
、
主
人
公
は
み
な
「
お
て
ん

ば
」
、
多
く
は
「
み
な
し
ご
」、

友
情
が
恋
愛
を
凌
駕
す
る
世

界
、
少
女
期
か
ら
の
「
卒
業
」

が
仕
込
ま
れ
て
い
る
の
４
つ
。

こ
の
中
の
「
み
な
し
ご
で
あ
る

こ
と
」
は
庇
護
者
が
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、「
否
が
応

で
も
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
境
遇
」
で
あ
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
実
際
に
19
世
紀

は
戦
争
や
移
民
政
策
や
貧
困
や

病
疫
で
孤
児
が
急
増
し
た
時
代

だ
っ
た
。

例
え
ば
、
お
金
持
ち
の
お
嬢

様
か
ら
一
転
、
屋
根
裏
部
屋
に

暮
ら
す
メ
イ
ド
と
に
な
っ
た

『
小
公
女
』
は
「
魔
法
使
い
と

決
別
す
る
こ
と
」。
つ
ま
り「
リ

ア
リ
ス
ト
で
あ
れ
」
と
い
う
こ

と
を
示
唆
す
る
。
自
給
自
足
の

ア
ル
プ
ス
の
山
小
屋
か
ら
町
の

お
屋
敷
へ
連
れ
て
こ
ら
れ
た

『
ハ
イ
ジ
』
は
、「
資
本
主
義
社

会
で
生
き
る
こ
と
」
の
処
世
術

を
学
べ
で
あ
る
。
し
か
し
ど
ん

な
目
に
あ
っ
て
も
、
最
終
的
に

は
良
妻
賢
母
と
な
る
幸
福
な
結

末
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
読

者
は
安
心
し
、
長
く
読
み
継
が

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

作
品
た
ち
が
誕
生
し
た
時
代

は
、
産
業
革
命
が
起
こ
り
社
会

が
急
変
し
て
い
っ
た
時
代
と
重

な
る
。
女
性
の
人
権
意
識
の
高

ま
り
や
社
会
進
出
が
始
ま
り
つ

つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
権
利
を
勝

ち
取
り
、
社
会
を
見
知
っ
た
女

性
た
ち
が
心
を
砕
い
た
の
が
、

不
遇
な
境
遇
の
子
ど
も
の
こ
と

で
あ
る
。
少
女
小
説
の
作
者
た

ち
は
、
子
ど
も
の
権
利
と
個
性

を
尊
重
す
る
こ
と
を
社
会
に
唱

え
て
い
っ
た
。

大
人
た
ち
が
愚
か
な
戦
争
な

ど
起
こ
さ
ず
、
皆
が
の
び
の
び

と
幸
福
な
子
ど
も
時
代
を
過
ご

せ
れ
ば
、き
っ
と
次
の
世
代
も
、

そ
の
次
の
世
代
も
幸
せ
な
子
ど

も
た
ち
で
満
ち
溢
れ
る
だ
ろ
う

に
と
、
小
説
の
中
の
少
女
た

ち
は
、
私
た
ち
を
挑
発
す
る
の

で
あ
る
。（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

永遠に生きる少女たち
斎藤美奈子・著

河出新書・刊

■大谷翔平　野球翔年Ⅰ（石田雄太、文春文庫）ベーブルー
ス以来となる「10勝 10本塁打」の快挙を成し遂げ、二刀
流で最多勝を達成した大谷翔平。技術・体力はもちろん、
大谷翔平独自の思考法や強い信念がある。高校卒業後にメ
ジャー挑戦を公言しながらも日本ハム入団を決めた経緯も
含め、大谷に取材した5年間を日本編2013-18としてま
とめた本。■うまれることば、しぬことば（酒井順子、集
英社）言葉は生まれて消えていく。古典も近代も各世代の
世俗を熟達する酒井順子が言葉の変遷をたどり、日本人の
意識、社会的背景を掘り下げるエッセイ。「陰キャ」と「根
暗」の違いについては、同じようだが全く違うということ
を「根暗」を最初に使ったタモリの80年代と「陰キャ」
が使われる現代について考察する。■ベルリンは晴れてい
るか（深緑野分、ちくま文庫）1945年 7月。ナチスは敗
れ、米ソ英仏の4か国統治下におかれたベルリン。語り手
はアメリカ軍兵員食堂で働く17歳のドイツ人アウグステ。
彼女は殺人事件の参考人として連行された。ナチス政権下
でアウグステの家族に起こった凄惨な出来事と交錯し、殺
人事件の謎が解かれる。■現代思想入門（千葉雅也、講談
社現代新書）現代思想とは1960年から90年にフランス
で展開された「ポスト構造主義」のこと。現代思想は秩序
を警戒し、秩序からこぼれた差異に注目するから多様性の
社会には必要な思想だと説く。■燕は戻ってこない（桐野夏生、集英社）29
歳のリキは北海道で介護士をしていたが、東京で働くために辞めた。しかし
東京での生活は非正規雇用ゆえに困窮を極める。貧しさから脱却するため「い
い副収入になる」と卵子提供を勧められクリニックに赴くと、日本では違法
の代理母になることを持ち掛けられた。女性の貧困と生殖医療ビジネスの倫
理をめぐる長編小説。■フランクル心理学入門（諸富祥彦、角川ソフィア文庫）
強制収容所から奇跡的な生還を果たしたユダヤ人の精神科医ヴィクトール・
フランクルは『夜と霧』を記した。医学者の冷静な目で収容者が何に絶望し、
何に希望を抱いたのかを観察し、過酷な状況でも希望を失わなかった。フラ
ンクルの希望とは。心理学者・カウンセラーの諸富祥彦が紐解く。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

大
谷
翔
平
の
原
点
。
言
葉
が
生
ま
れ
て
消
え
る
社
会
背
景
を
考
察
。
戦
後
ベ
ル
リ
ン
を

舞
台
に
し
た
歴
史
ミ
ス
テ
リ
ー
。
現
代
思
想
入
門
の
た
め
の
入
門
書
。
桐
野
夏
生
の
新
作

テ
ー
マ
は
貧
困
と
代
理
母
。『
夜
と
霧
』
か
ら
学
ぶ
絶
望
の
中
で
見
つ
け
る
希
望
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

Ｎ
Ｙ
の
冬
も
終
わ
り
、
こ
れ

か
ら
夏
に
向
か
う
季
節
だ
。
こ

の
時
期
、
新
聞
な
ど
で
は
休
暇

中
に
読
む
の
に
ぴ
っ
た
り
の
本

が
多
く
紹
介
さ
れ
る
。
そ
ん
な

本
は
よ
く
「
ビ
ー
チ
・
リ
ー
ド
」

と
呼
ば
れ
る
が
、
今
回
は
そ
ん

な
ビ
ー
チ
・
リ
ー
ド
の
一
冊
。

主
人
公
は
Ｎ
Ｙ
大
学
に
通

い
、
学
業
不
良
の
た
め
に
奨
学

金
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
ロ
ー

ラ
。
し
か
し
、
そ
の
夏
に
は
雑

誌
『
エ
ル
』
社
で
の
サ
マ
ー
イ

ン
タ
ー
ン
の
チ
ャ
ン
ス
を
掴
ん

女
性
詐
欺
師
を
ベ
ー
ス
に
し
た
物
語

AMERICAN BOOK JAM
『Cover Story』

Written by Susan Rigetti
Published by William Morrow

だ
。
そ
こ
で
出
会
う
の
が
女
性

編
集
者
の
キ
ャ
ッ
ト
。

キ
ャ
ッ
ト
は
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

の
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
で
暮
ら

し
、
有
名
人
や
お
金
持
ち
の
知

り
合
い
も
多
い
。
彼
女
は
ロ
ー

ラ
に
自
分
の
本
の
ゴ
ー
ス
ト
ラ

イ
タ
ー
に
な
ら
な
い
か
と
持
ち

か
け
る
。
こ
う
し
て
ロ
ー
ラ
は

キ
ャ
ッ
ト
の
世
界
に
引
き
込
ま

れ
て
い
く
。

Ｆ
Ｂ
I
か
ら
追
わ
れ
、
ロ
シ

ア
人
ハ
ッ
カ
ー
も
登
場
す
る
こ

の
物
語
は
、
最
近
世
の
中
を
賑

わ
せ
た
女
性
詐
欺
師
ア
ン
ナ
・

ソ
ロ
ー
キ
ン
の
実
話
を
下
敷
き

と
し
て
い
る
。「
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
」
を
第
一
に
書
い
た

と
い
う
著
者
の
言
葉
通
り
、
最

後
ま
で
楽
し
め
た
本
だ
っ
た
。

（
ア
メ
リ
カ
ン
ブ
ッ
ク
ジ
ャ
ム

編
集
長
／
秦
隆
司
）
最
終
回

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www.funcphysio.com/
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NY 生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

IMAYOがNYデビュー
京都の老舗ジュエラー

NYストスナ
オシャレは街角から生まれる 126

　五月晴れでもまだ風の冷たい「リトルウクライナ」地区を歩く。南北は
14 番街からハウストン・ストリートまで、東西はアベニュー A から三番街
までの一帯で、これまで全米８万人と数えられたウクライナ出身人口の３分
の１がニューヨーク市一帯に在住すると言われる。「リトルウクライナ」に
は 20 世紀初期に建てられたセントジョージのウクライナカトリック教会、
１９２５年に設立されたウクライナ国立女性連盟、１９４７年には学術研究
と公共サービスを専門とする機関のシェフチェンコ科学協会の支部が設立さ
れ、アルバート・アインシュタインやマックス・プランクなども会員であっ
たと言われる。１９４８年には無一文でアメリカに移民して後に富豪となっ
たウィリアム・ズースが、ニューヨーク市でのウクライナ系アメリカ人の教
育、科学、文化、人道的生活の中心となったウクライナ・インスティテュート・
オブ・アメリカを設立、さらに１９５０年にはウクライナ芸術科学アカデミー
が設立され、当時のソビエト連邦によるウクライナ占領下、「亡命科学アカデ
ミー」となったと言い伝われる。２番街のウクライナ料理店前には今日も長
い列ができていた。                            （ワインスタイン今井絹江、写真も )

MAY

◇氏名：フィービー（22 歳）
◇職業：アーティスト
◇居住地：英国のロンドン
◇着用の服：靴はブリットレー
ン、ドレスはセイブザクイーン、
イアリングはクレアーズ、バッ
グはコーチ LA、アクセサリーは
御祖母さんのお下がり

◇よく利用する店：特になし
◇好きなブランド：ヴィヴィア
ン・ウエストウッド
◇着こなしで気をつけているこ
と：古着を買って自分の創造性
を発揮して着こなす
◇撮影場所：リトルウクライナ
地区の２番街９丁目

リ
ト
ル
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
歩
く
麗
人

宝
飾
品
の
製
造
・
販
売
を
行

う
株
式
会
社
今
与
（
本
社
・
京

都
市
中
京
区
、今
西
信
隆
社
長
）

が
、
５
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
シ
ョ
ッ
プ
を
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン

の
Ｋ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
１
階
で
開

催
し
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
伝

統
と
革
新
」。
１
８
６
１
年
に

京
都
で
小
間
物
屋
と
し
て
創
業

し
た
同
社
は
、
伝
統
と
革
新
を

繰
り
返
し
、
１
６
０
周
年
を
迎

え
る
今
年
に
新
た
な
挑
戦
と
し

今
西
社
長
︵
右
︶
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
金
子
綾
さ
ん

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム
・

オ

ブ
・

ア

ー

ト

＆

デ

ザ

イ

ン
（
Ｍ
Ａ
Ｄ
、
コ
ロ
ン
バ
ス

サ

ー

ク

ル

２

番

地
、

電

話

２
１
２
・
２
９
９
・
７
７
７
７
）

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍
す
る

６
人
の
フ
ロ
ー
ラ
ル
・
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
１
週
間
ず
つ
展
示
を
行

う
花
の
展
覧
会
が
14
日
か
ら
開

催
さ
れ
、
日
本
人
と
し
て
池
坊

Ｎ
Ｙ
Ｃ
支
部
支
部
長
の
野
田
典

孝
さ
ん
が
24
日
（
火
）
か
ら
29

日
（
日
）
ま
で
作
品
を
発
表
す

る
。
入
場
料
一
般
18
ド
ル
。
会

員
無
料
。
展
示
で
は
７
メ
ー
ト

ル
を
越
す
青
竹
の
大
作
や
、
野

田
さ
ん
が
所
有
し
て
い
る
珍
し

い
花
器
な
ど
を
披
露
す
る
。

ま
た
、
会
期
中
に
、
24
日
午

後
６
時
か
ら
８
時
ま
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
別
途
有
料
）
が
開

催
さ
れ
る
。
参
加
費
に
含
ま
れ

る
も
の
は
花
、
花
器
。
一
般

２
５
０
ド
ル
。
会
員
２
２
５
ド

ル
。
作
品
を
持
ち
帰
る
た
め
の

箱
な
ど
を
持
参
す
る
こ
と
。

詳
細
と
予
約
は
ウ
エ
ブ
サ
イ

トhttps://m
adm

useum
.

org/ex
hibition

/flow
er-

craft

池坊NYC支部長の野田典孝さん

ＭＡＤで
24日実演

て
Ｎ
Ｙ
で
初
の
展
示
会
を
実
施

し
た
も
の
。

期
間
中
は
、
日
本
の
美
意

識
と
最
新
技
術
が
融
合
し

た
ハ
イ
エ
ン
ド
ブ
ラ
ン
ド

「K
agayoi

」
と
、
ラ
ボ
グ
ロ

ウ
ン
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
先
人
か

ら
受
け
継
が
れ
る
職
人
の
手
か

ら
生
ま
れ
た
「SH

IN
C
A

」
の
、

今
与
を
象
徴
す
る
ブ
ラ
ン
ド
を

展
示
受
注
会
と
し
て
紹
介
。

会
場
で
は
御
所
車
と
十
二
単

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ハ
イ
エ
ン
ド

ブ
ラ
ン
ド
「K

agayoi

」
に
見

入
る
来
場
者
も
。
海
外
で
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
50
年
の
歴
史
が

あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
東
南

ア
ジ
ア
で
展
開
し
て
き
た
が
、

米
国
で
は
今
回
の
Ｎ
Ｙ
が
初
の

商
品
披
露
と
な
っ
た
。
６
代
目

の
今
西
社
長
は
「
ア
メ
リ
カ
は

ジ
ュ
エ
リ
ー
の
一
番
売
れ
て
い

る
国
、
Ｎ
Ｙ
は
そ
の
中
心
な
の

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。
今
回

の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
き
っ
か
け

に
ス
タ
ー
ト
に
繋
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

詳
細
情
報
は
同
ブ
ラ
ン
ド
の

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
（https://

w
w
w
.in

stag
ram

.com
/

kagayoi_official

ま

た

は

https://w
w
w
.instagram

.
com

/shinca_official

）

か

ら
Ｄ
Ｍ
で
連
絡
す
る
。

御所車（右）と十二単（左）をデザイ
ンしたハイエンドブランド「Kagayoi」

https://www.instagram.com/kagayoi_official
https://www.instagram.com/shinca_official
https://madmuseum.org/exhibition/flower-craft
https://www.atlanticgrace.com/
tel:2122136069
http://maliliko.com
https://www.licensepower.net/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://www.idocenter.com
https://artofhaiku.org/
https://www.youtube.com/user/bcnetwork01/videos
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STUDENT LIFE
週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
は
、
４

月
22
日
に
１
年
生
を
迎
え
る
会

と
ス
ク
ー
ル
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
行

っ
た
。
初
等
部
の
児
童
全
員
が

一
堂
に
集
ま
っ
て
行
わ
れ
る
１

年
生
を
迎
え
る
会
は
３
年
ぶ

り
。
緊
張
し
た
面
持
ち
の
１
年

生
は
６
年
生
の
お
兄
さ
ん
お
姉

さ
ん
と
入
場
し
、
演
奏
と
大
き

な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
。
１
年

生
一
人
一
人
の
紹
介
の
後
は
各

学
年
か
ら
の
出
し
物
。
ク
イ
ズ

や
音
楽
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
た

発
表
で
、
初
等
部
へ
の
歓
迎
の

気
持
ち
を
示
し
た
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
ス
ク
ー

ル
ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
、
高
学
年

児
童
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
集
ま
り
、

ぽ
か
ぽ
か
と
し
た
陽
気
の
な
か

で
桜
を
見
な
が
ら
お
弁
当
や
お

菓
子
を
食
べ
た
。
食
後
に
は
６

年
生
の
考
え
た
レ
ク
で
汗
び
っ

し
ょ
り
に
な
る
ま
で
遊
び
、
初

等
部
全
員
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
代
表
委

員
会
児
童
の
「
み
な
さ
ん
は
こ

れ
か
ら
初
等
部
の
仲
間
で
す
。

み
ん
な
で
助
け
合
い
、
協
力
し

て
学
校
生
活
を
送
り
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
言
葉
通
り
、
初
等

部
児
童
が
仲
を
深
め
、
協
力
し

て
い
く
た
め
の
は
じ
め
の
一
歩

と
な
る
行
事
で
あ
っ
た
。

入
学
お
め
で
と
う

１
年
生
を
歓
迎

NY日本人学校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
教
育
局

（
Ｄ
Ｏ
Ｅ
）
は
４
月
26
日
、
無

料
の
サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
と

サ
マ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
の
早
期

申
請
の
受
付
を
開
始
し
た
が
、

48
時
間
も
経
た
な
い
う
ち
に

８
万
２
０
０
０
人
の
定
員
枠
は

埋
ま
り
、
多
く
の
保
護
者
が
代

わ
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
探
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
事
態
と
な
っ

て
い
る
。

同
局
は
昨
夏
、
同
市
青
少
年

＆
地
域
開
発
局
（
Ｄ
Ｙ
Ｃ
Ｄ
）

と
提
携
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
リ
モ

ー
ト
授
業
で
学
習
不
足
に
見
舞

わ
れ
た
キ
ン
ダ
ー
〜
８
年
生
を

対
象
に
、
教
育
指
導
と
リ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
両
立
し
た
「
サ

マ
ー
・
ラ
イ
ジ
ン
グ
」
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
発
足
し
た
。
そ
し
て
エ

リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
同
市
長
と

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
バ
ン
ク
ス
同
局

長
は
今
年
３
月
、
登
録
専
用
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
新
設
し
申
請

手
続
き
の
簡
素
化
を
図
り
、
受

け
入
れ
人
数
を
合
計
11
万
人
に

増
加
、
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
生
徒

の
日
程
を
午
後
６
時
ま
で
延
長

す
る
な
ど
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

更
新
版
の
概
要
を
発
表
し
た
。

し
か
し
教
育
擁
護
団
体
か
ら

は
、
登
録
は
先
着
順
で
決
ま
る

た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

が
整
っ
て
い
る
上
に
、
申
請
開

始
時
間
に
ア
ク
セ
ス
可
能
だ
っ

た
保
護
者
が
優
先
に
な
り
、
英

語
が
母
国
語
で
な
い
、
障
害
が

あ
る
な
ど
、
真
に
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
必
要
と
す
る
家
庭
が
除
外

さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
声
が
あ

が
っ
て
い
る
。
Ｄ
Ｏ
Ｅ
は
、
ホ

ー
ム
レ
ス
家
庭
の
子
供
や
、
12

か
月
支
援
が
保
障
さ
れ
て
い
る

障
害
の
あ
る
生
徒
、
進
級
の
た

め
の
単
位
が
足
り
て
い
な
い
生

徒
は
別
枠
で
確
保
し
て
い
る
と

話
し
て
い
る
が
、
正
確
な
人
数

は
明
確
に
し
て
い
な
い
。

サ
マ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
け
付
け

Ｎ
Ｙ
市
が
２
日
で
締
め
切
り

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
中
等
部

は
４
月
20
日
、
グ
リ
ニ
ッ
チ
ポ

イ
ン
ト
パ
ー
ク
で
ス
ク
ー
ル
ピ

ク
ニ
ッ
ク
を
行
っ
た
。
ま
ず
初

め
に
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体G
reen

＆C
lean 

の
協
力

を
得
て
、
グ
リ
ニ
ッ
チ
ポ
イ
ン

ト
の
清
掃
活
動
を
行
っ
た
。
生

徒
ら
は
意
欲
的
に
活
動
に
取
組

み
、
地
域
に
貢
献
す
る
と
と
も

に
自
然
保
護
の
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
生
徒
は
「
き

れ
い
に
見
え
る
グ
リ
ニ
ッ
ジ
ポ

イ
ン
ト
の
砂
浜
に
も
大
き
な
も

の
か
ら
小
さ
な
も
の
ま
で
た
く

さ
ん
の
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
海
の
環
境
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

感
想
を
述
べ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
後
は
、

縦
割
り
グ
ル
ー
プ
で
企
画
し
た

リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。
昼
食
で
は
自
分
た
ち
で
持

参
し
た
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
グ
リ
ル

で
焼
き
、ス
モ
ア
を
楽
し
ん
だ
。

３
年
ぶ
り
に
こ
の
活
動
が
復
活

し
、
生
徒
も
職
員
も
ア
メ
リ
カ

の
ア
ウ
ト
ド
ア
の
定
番
を
堪
能

し
た
。
午
後
か
ら
は
生
徒
会
が

企
画
し
た
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
「
グ

リ
ニ
ッ
ジ
ポ
イ
ン
ト
か
ら
脱
出

せ
よ
」
を
行
い
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。
中
等
部
と
し
て
の

親
睦
を
さ
ら
に
深
め
た
。

中
等
部
の
親
睦
深
め
る

ス
ク
ー
ル
ピ
ク
ニ
ッ
ク

地元でボランティア活動

NY日本人学校

ena 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（N

ew
 

Y
ork

）
高
校
部
で
は
、
日
本
・

米
国
ど
ち
ら
の
大
学
で
も
必

要
と
な
るSA
T

 R
easoning 

T
est

や

S
A

T
 S

u
b

ject 
T

est

、T
O

E
FL

対

策

の

ほ

か
、
日
本
の
大
学
入
試
の
筆
記

科
目
で
あ
る
、
小
論
文
、
英

語
、
数
学
、
理
科
の
対
策
を
行

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の

入
試
対
策
に
加
え
て
、M

ath

やScience

、U
.S. H

istory 

な
ど
の
現
地
校
対
策
に
も
力
を

注
い
で
い
る
。
詳
細
は
電
話

９
１
４
・
７
７
７
・
１
９
０
０
、

http://w
w

w
.ena-kikoku.

com
/school/nyhigh/

日米両大学に
対応する指導

ena NY 高等部

地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
共
に
グ
リ
ニ
ッ
チ

ポ
イ
ン
ト
の
清
掃
活
動
を

す
る
Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
中

等
部
の
生
徒
た
ち

http://www.ena-kikoku.com/school/nyhigh/
https://www.joes.or.jp/kojin/jdnext/
http://ymcatfv.org/
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ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
あ
る
補
習

校A
lto

が
、
好
評
に
つ
き
５

月
25
日
（
水
）
午
前
11
時
30
分

か
ら
午
後
12
時
15
分
ま
で
、
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
説
明
会
を
追

加
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。同

校
の
今
年
の
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
の
実
施
期
間
は
７
月
５
日

か
ら
８
月
５
日
ま
で
。
デ
イ
キ

ャ
ン
プ
を
基
本
と
し
、
生
け
花

や
茶
道
な
ど
の
日
本
の
文
化
を

取
り
入
れ
た
楽
し
い
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
や
１
泊
２
日
で
牧
場
に

宿
泊
す
る
体
験
、
遠
足
な
ど
も

予
定
し
て
い
る
。

説
明
会
は
事
前
予
約
制
。

希
望
者
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://alto-edu.com
/ 

か

ら
申
し
込
む
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
対
面
で
も
ど
ち
ら
で
も
説
明

会
へ
参
加
が
可
能
。

サマーキャンプ
説明会

補習校Alto

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
は

５
月
10
日
か
ら
13
日
ま
で
、
全

日
制
部
門
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
実
施
す

る
。
幼
児
部
は
各
学
級
の
保
育

の
様
子
を
、
小
学
部
は
運
動
会

の
様
子
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ラ
イ

ブ
参
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

10
日
（
火
）
年
長
組
、11
日
（
水
）

年
中
組
、
12
日
（
木
）
年
少

組
、
各
日
と
も
午
前
９
時
か
ら

11
時
ま
で
。
13
日
（
金
）
午
前

９
時
25
分
か
ら
は
「
小
学
部
運

動
会
」、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
競

技
の
様
子
を
オ
ン
ラ
イ
ン
参
観

で
き
る
。

要
事
前
申
し
込
み
。
問
い

合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
同
学

園
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

ja
p

a
n

esesch
o

o
l.o

rg
/

new
s/

を
参
照
す
る
。

５月10日から

13日まで

育
英
全
日
制
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
郊
外
で

子
ど
も
た
ち
の
日
本
語
教
育
を

行
っ
て
い
る
ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本

語
学
園
（
Ｐ
Ａ
州
ノ
ー
ス
ウ
ェ

ー
ル
ズ
）
は
１
日
、「
子
ど
も

の
日
大
集
合
」
と
題
し
て
親
子

で
子
ど
も
の
成
長
を
祝
う
特
別

授
業
を
行
っ
た
。

ま
ず
「
子
ど
も
の
日
」
に
ち

な
ん
だ
言
葉
集
め
を
し
た
後
、

「
こ
い
の
ぼ
り
」
の
歌
を
手
話

で
歌
っ
た
り
、
ク
イ
ズ
形
式
で

そ
の
歴
史
や
風
習
を
振
り
返
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
親
が
「
幼
き

日
の
子
ど
も
の
日
の
思
い
出
」

を
順
番
に
語
る
と
、
子
ど
も
た

ち
は
「
そ
れ
面
白
い
！
」「
へ

ー
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
」
と
耳
を

傾
け
、
文
化
を
継
承
す
る
こ
と

の
意
義
を
改
め
て
感
じ
る
時
間

と
な
っ
た
。
特
に
、
地
方
に
よ

っ
て
違
う
「
ち
ま
き
」
の
存
在

や
桜
餅
の
形
や
作
り
方
の
話

は
、
親
子
み
ん
な
が
興
味
津
々

に
耳
を
傾
け
、
質
問
も
飛
び
交

っ
て
い
た
。
ま
た
、
実
際
に
八

重
桜
を
見
せ
な
が
ら
、
そ
れ
か

ら
作
る
花
や
葉
っ
ぱ
の
塩
漬
け

の
話
に
な
る
と
、
み
ん
な
の
目

が
釘
付
け
と
な
り
「
早
速
作
っ

て
み
た
い
」
と
い
う
意
欲
が
ス

ク
リ
ー
ン
か
ら
伝
わ
っ
て
き

た
。
折
り
紙
で
作
る
か
ぶ
と
の

ク
ラ
フ
ト
で
は
、
子
ど
も
た
ち

は
何
個
も
作
成
し
て
家
中
の
ぬ

い
ぐ
る
み
や
置
物
に
か
ぶ
と
を

か
ぶ
せ
、
大
変
微
笑
ま
し
い
時

間
と
な
っ
た
。
最
後
に
「
世
界

の
子
ど
も
の
日
」
に
つ
い
て
も

触
れ
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界

の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
安
全

を
願
い
、
健
や
か
な
成
長
を
祈

る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
園

子
ど
も
の
日

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
新
元
良
一
校
長
）
で
は
未

就
学
の
児
童
を
対
象
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、「
親
子
教

室
」
を
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も

が
同
校
施
設
で
普
段
使
う
玩
具

や
教
材
を
手
に
と
り
、
保
護
者

と
教
員
が
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
長
年
親
し

ま
れ
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
中
断
。
感
染
対
策
の

規
制
緩
和
に
と
も
な
い
、
保
護

者
か
ら
の
声
に
応
じ
て
再
開
し

た
。
評
判
の
高
い
、
細
か
い
と

こ
ろ
ま
で
ケ
ア
の
行
き
届
い
た

指
導
が
受
け
ら
れ
、
親
同
士
の

情
報
交
換
の
場
と
も
な
っ
て
い

る
。
未
知
な
る
環
境
と
初
対
面

の
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い

の
中
、
気
づ
か
な
か
っ
た
わ
が

子
の
反
応
や
喜
ぶ
様
子
が
早
く

も
好
評
を
博
し
て
い
る
。

未
就
学
児

親
子
教
室

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
新
元
良
一
校
長
）
全
日
課

程
幼
児
部
は
５
日
、「
子
ど
も

の
日
・
端
午
の
節
句
」
を
お
祝

い
し
た
。
今
回
は
併
設
す
る
フ

ラ
ン
ス
人
学
校
の
小
学
３
年
生

も
合
流
。
ま
ず
は
「
こ
い
の
ぼ

り
」
の
歌
を
全
員
で
合
唱
し
、

日
本
人
学
校
の
教
員
か
ら
、
鯉

の
ぼ
り
や
柏
餅
の
由
来
を
は
じ

め
と
す
る
端
午
の
節
句
の
歴
史

的
、
文
化
的
な
背
景
に
つ
い
て

生
徒
た
ち
は
説
明
を
受
け
た
。

フ
ラ
ン
ス
人
学
校
の
教
員
と
生

徒
た
ち
か
ら
は
英
語
の
紙
芝
居

「
き
ん
た
ろ
う
」
が
披
露
さ
れ

た
。
そ
し
て
最
後
は
み
ん
な
で

兜
づ
く
り
。
折
り
方
の
説
明
を

受
け
、
手
渡
さ
れ
た
大
き
な
紙

を
使
っ
て
作
業
に
入
る
と
、
フ

ラ
ン
ス
人
学
校
の
生
徒
が
幼
児

部
の
子
ど
も
た
ち
を
手
伝
う
姿

も
見
ら
れ
た
。
兜
が
で
き
あ
が

る
と
さ
っ
そ
く
か
ぶ
り
、
両
校

の
生
徒
と
も
勇
ま
し
い
武
士
の

気
分
を
味
わ
っ
て
い
た
。

子
供
の
日
集
会

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

慶
應
義
塾
Ｎ
Ｙ
学
院
で
は
、

1
月
1
日
よ
り
新
学
院
長
に
慶

應
義
塾
大
学
文
学
部
名
誉
教
授

の
巽
孝
之
氏
が
就
任
し
た
。
4

月
23
日
に
は
、
学
院
の
桜
を
満

喫
し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
「
桜

ア
ッ
ト
慶
応
、
花
見
の
午
後
」

が
開
催
さ
れ
た
。
卒
業
生
、
保

護
者
、
Ｎ
Ｙ
三
田
会
会
員
な
ど

が
来
校
し
、
日
本
の
春
の
雰
囲

気
も
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
ラ

ー
メ
ン
屋
台
、
野
点
の
お
点
前
、

お
に
ぎ
り
弁
当
、
桜
の
ク
ッ
キ

ー
な
ど
で
も
て
な
し
た
。

野点の春。桜の咲く校庭で来賓をもてなす生徒たち

慶
応
義
塾
Ｎ
Ｙ
学
院

野
点
で
来
賓
お
も
て
な
し

https://alto-edu.com/
https://alto-edu.com/
https://alto-edu.com/
https://alto-edu.com/
https://j
https://j
http://shidogakuin.com
http://www.betteratmath.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://starchildny.com
https://www.nykoyamashodo.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.gwjs.org


2022 年（令和 4 年）5月14日（土） 週刊NY生活 SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［教　育］　　(14)

協
賛

：

米
国
ゼ
ブ
ラ
社

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
２
年
度
第
46

回
目
夏
期
の
課
題
を
発
表
し
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
見
本
に
あ

る
各
レ
ベ
ル
別
の
課
題
を
規
定
用
紙
に
書
写
し

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
の
締
め
切
り
は
次
の
通
り
。

第
１
回
選
考

作
品
発
表
６
月
11
日
号

締
め
切
り

６
月
３
日
（
金
）
必
着

第
２
回
選
考

作
品
発
表
７
月
９
日
号

締
め
切
り

６
月
30
日
（
木
）
必
着

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

●
幼
児
の
部

姿
勢
を
正
し
、
鉛
筆
を
し
っ
か
り
持
っ
て
ゆ

っ
く
り
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
１
・
２
年
の
部

漢
字
も
ひ
ら
が
な
も
マ
ス
の
中
に
堂
々
と
書

き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
３
・
４
年
の
部

文
字
は
「
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
」
を
正
し

く
書
く
、
ゆ
っ
く
り
書
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
小
学
５
・
６
年
の
部

ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
の
「
は
ら
い
」
は
加

速
せ
ず
、
先
端
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
書
き
ま
す
。

●
中
学
の
部

文
字
中
心
を
考
え
、
そ
れ
が
行
の
中
心
に
位

置
す
る
よ
う
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
高
校
・
一
般
の
部

日
本
語
は
横
書
き
表
記
も
で
き
ま
す
。
漢
字

と
平
仮
名
の
大
小
比
較
を
考
え
、
丁
寧
な
書
き

進
み
で
。

応
募
規
定

応
募
は
必
ず
指
定
の
書
写
用
紙
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
規
定
用
紙
は
、
弊
紙
デ
ジ
タ
ル

版
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（w

w
w

.nyseikatsu.
com

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

学
年
／
年
齢
別
の
「
課
題
」
を
書
写
し
、
用

紙
の
下
段
に
あ
る
必
要
事
項
（
団
体
名
、
連
絡

先
等
）
を
記
入
。

他
団
体
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
未
提
出
で
作
品
で

あ
る
こ
と
が
前
提
。
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
米
国
に
在
住
の
方
の
応

募
に
限
定
。

紙
面
掲
載
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
大

賞
、
優
秀
賞
、
年
間
で
一
番
作
品
点
数
が
多
か

っ
た
団
体
（
学
校
・
教
室
単
位
）
に
団
体
賞
を

選
出
し
、
協
賛
の
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
景
品
の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

＊
今
期
の
作
品
の
送
付
は

、
現
在
の
不
安
定

な
郵
便
事
情
に
よ
り
、
で
き
る
限
り
Ｅ
メ
ー

ル
（info@nyseikatsu.com

）
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
作
品
の
画
像
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル

に
添
付
し
て
送
信
く
だ
さ
い
（
ス
キ
ャ
ン
し

た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
が
が
望
ま
し
い
）。
も
し
ど

う
し
て
も
郵
送
に
な
る
場
合
は
、
事
前
に
前

述
の
Ｅ
メ
ー
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

mailto:info@nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu
http://www.nyseikatsu
https://www.zebrapen.com/
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﹁
で
き
る
か
で
き
な
い
か
で
は

な
い
。
や
る
の
か
や
ら
な
い
の

か
が
す
べ
て
で
あ
る
。﹂、
こ
の

座
右
の
銘
は
そ
の
と
お
り
で

す
。
で
き
る
か
じ
ゃ
な
い
、
や

る
か
だ
。
誰
か
が
や
っ
て
み
な

い
と
、
で
き
る
の
か
で
き
な
い

の
か
は
永
遠
に
知
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
や
る
勇
気
が

大
事
な
の
で
す
。
で
き
る
か
で

き
な
い
か
は
や
っ
た
後
で
知
る

こ
と
な
の
で
す
。

私
に
は
、
こ
の
座
右
の
銘
と

結
び
つ
い
た
経
験
が
あ
り
ま

す
。
私
は
毎
年
、
春
節
を
祝
う

体
操
の
シ
ョ
ー
を
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
時
も
そ
う
で
し
た
。

私
と
私
の
仲
間
は
頑
張
っ
て
、

毎
週
日
曜
日
に
練
習
を
し
て
い

ま
し
た
。
当
日
、
本
番
の
ち
ょ

っ
と
前
に
体
操
の
先
生
が
少
し

動
き
を
変
更
し
ま
し
た
。
グ
ル

ー
プ
の
仲
間
は
そ
れ
に
す
ぐ
に

取
り
組
め
た
け
ど
、
私
は
慣
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
本
番

が
来
て
、
ち
ょ
っ
と
緊
張
し
た

け
れ
ど
、﹁
で
き
る
！
﹂
と
決

心
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り

ま
し
た
。
変
更
の
と
こ
ろ
に
な

っ
た
時
、
私
は
動
き
の
丁
寧
さ

に
気
を
つ
か
っ
て
い
た
の
で
、

う
っ
か
り
変
更
の
こ
と
を
忘
れ

て
し
ま
い
、
グ
ル
ー
プ
で
同
じ

動
き
を
し
な
い
と
い
け
な
か
っ

た
と
こ
ろ
で
、
私
だ
け
一
歩
を

間
違
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

は
間
違
え
た
と
気
づ
き
、
と

て
も
小
さ
な
間
違
え
だ
っ
た
の

に
、
自
分
に
も
の
す
ご
く
腹
が

立
ち
ま
し
た
。
私
は
恥
ず
か
し

く
て
、
自
分
が
も
う
シ
ョ
ー
の

続
き
を
あ
き
ら
め
か
け
そ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

時
、﹁
で
き
な
い
﹂
と
思
っ
た

け
れ
ど
、
そ
の
気
持
ち
は
﹁
で

き
な
い
﹂
で
は
な
く
、﹁
や
り

た
く
な
い
﹂
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
で
す
。﹁
で
き
な
い
﹂は﹁
や

り
た
く
な
い
﹂
の
言
い
訳
で
す
。

﹁
で
き
る
﹂
は
や
っ
て
、
初
め

て
で
き
た
こ
と
に
な
る
の
で

す
。
そ
れ
で
、
私
は
勇
気
を
出

し
て
﹁
や
ろ
う
！
﹂
と
自
分
を

は
げ
ま
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
に
戻

り
、
演
目
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。﹁
で
き
る
か
﹂

で
は
な
く
、﹁
や
る
か
﹂
だ
っ

た
の
で
す
！

実
は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で

こ
う
い
う
選
択
を
し
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
時
に
、
私
は

こ
の
座
右
の
銘
、﹁
で
き
る
か

で
き
な
い
か
で
は
な
い
。
や
る

の
か
や
ら
な
い
の
か
が
す
べ
て

で
あ
る
。﹂
を
思
い
出
し
、﹁
迷

っ
た
り
し
な
い
で
と
に
か
く
や

る
！
﹂
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ

る
の
で
す
。︵
け
れ
ど
も
、
人

間
が
空
を
飛
ぶ
な
ど
、
本
当
に

で
き
な
い
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
や
っ
て
み
な
い
で
く
だ

さ
い
ね
。︶

　
　
　
　︵
滞
米
12
年
６
か
月
︶

母
は
私
に
と
っ
て
大
切
な

人
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
私

が
生
ま
れ
た
時
、
二
ヶ
月
半

の
間
、
母
は
、
仕
事
を
休
ん

で
父
が
会
社
に
行
っ
て
い
る

間
、
私
の
こ
と
を
昼
間
は
一

人
で
面
倒
を
見
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
に
、
ベ
ビ
ー
シ

ッ
タ
ー
さ
ん
の
広
告
を
だ
し

て
、
面
談
を
し
て
い
た
そ
う

で
す
。

母
は
日
本
の
、
小
さ
な
、

古
い
家
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

家
に
は
、
夏
み
か
ん
が
植
え

て
あ
り
ま
し

た
。
桃
の
花
も

植
え
て
い
ま
し
た
。
母
は
母

の
お
父
さ
ん
、
私
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
に
頼
ん
で
私
の
生
ま

れ
た
年
に
桜
の
木
を
植
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

母
の
お
父
さ
ん
、
私
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
博
士
で
す
。

母
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
よ
う

に
な
り
た
い
、
と
一
生
け
ん

め
い
、
勉
強
し
た
そ
う
で
す
。

母
は
私
と
一
緒
に
勉
強
し
て
、

寝
る
時
も
来
て
く
れ
て
、
そ

の
他
に
も
、
私
と
な
に
か
一

緒
に
や
る
の
が
好
き
で
す
。

母
は
嬉
し
い
時
、
ニ
ッ
コ
リ

し
ま
す
。
私
も
嬉
し
く
て
、

一
緒
に
ニ
ッ
コ
リ
し
ま
す
。

母
は
﹁
頑
張
れ
！
﹂
と
楽
し

そ
う
に
応
援
し
て
く
れ
ま
す
。

私
も
母
が
元
気
で
頑
張
っ
て

い
て
く
れ
る
の
で
嬉
し
い
で

す
。母

は
私
の
母
な
の
で
ま
だ
、

い
っ
ぱ
い
、
教
え
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
ま
た
、
次

の
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
母
は
何
で
も
出
来
て
魔

法
み
た
い
。
母
の
日
だ
け
に

言
う
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、

﹁
お
母
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が

と
う
、
マ
マ
、
大
好
き
﹂。

　
　
　
　
　  

︵
滞
米
９
年
︶

﹁
で
き
る
か
じ
ゃ
な
い
、

　
　
　
　
　
　
や
る
か
だ
﹂

　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ル
ソ
ン

聡
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わ
た
し
は
し
ょ
う
ら
い
ま

ん
画
家
に
な
り
た
い
で
す
。

な
ぜ
か
と
言
う
と
わ
た
し
は

絵
を
書
く
の
が
大
好
き
だ
か

ら
で
す
。
わ
た
し
は
と
く
に

少
女
ま
ん
画
を
か
き
た
い
で

す
。
で
も
少
年
ま
ん
画
は
書

き
た
く
な
い
で
す
。
な
ぜ
な

ら
ス
ト
ー
リ
ー
が
思
い
つ
か

な
い
か
ら
で
す
。

わ
た
し
は
れ
ん
あ
い
の
話

が
好
き
で
す
。
た
と
え
ば
、
今

考
え
て
い
る
話
が
あ
り
ま
す
。

し
ず
く
ち
ゃ
ん
と
い
う
女
の

子
が
お
さ
な
な
じ
み
の
あ
き

ら
く
ん
の
こ
と
が
好
き
だ
け

ど
、
も
う
あ
き
ら
く
ん
に
か

の
じ
ょ
が
い
る
の
で
、
し
ず

く
ち
ゃ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
し
て
あ
き
ら
く
ん
を
ゲ

ッ
ト
し
よ
う
と
い
う
話
を
か

き
た
い
で
す
。
わ
た
し
は
れ

ん
あ
い
を
し
た
こ
と
が
な
い

け
れ
ど
、
れ
ん
あ
い
の
こ
と

を
考
え
る
の
が
楽
し
い
と
思

い
ま
す
。

わ
た
し
が
絵
を
か
く
の
が

好
き
な
り
ゆ
う
は
た
ぶ
ん
お

母
さ
ん
の
い
で
ん
し
が
わ
た

し
の
中
に
あ
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
お
母
さ
ん
も
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
絵
を
か
く
の
が

好
き
で
し
た
。
今
も
お
母
さ

ん
は
絵
を
か
く
の
が
好
き
で

す
。
お
母
さ
ん
の
絵
を
見
る

と
、
と
て
も
き
れ
い
で
び
っ

く
り
し
ま
す
。
わ
た
し
の
今

の
も
く
ひ
ょ
う
は
お
母
さ
ん

み
た
い
な
じ
ょ
う
ず
な
ま
ん

画
を
か
く
こ
と
で
す
。
け
れ

ど
そ
れ
は
と
て
も
む
ず
か
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　  

︵
滞
米
９
年
︶

「しょうらいのゆめ」
　　　　ニューヨーク補習授業校 LI 校小３

　　　　　　　　　　　　　　　藤本　真矢

﹁
母
の
日
に
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
関

桜

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

現
在
、
私
は
プ
リ
ン
ス
ト

ン
高
校
で
日
本
語
を
勉
強
し

て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、

中
学
生
の
時
に
日
本
の
ア
ニ

メ
と
音
楽
が
大
好
き
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
、
日

本
語
の
勉
強
を
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中

学
生
の
時
は
、
友
達
や
同
級

生
が
ア
ニ
メ
好
き
で
、
た
く

さ
ん
見
て
い
ま
し
た
。
私
は

初
め
、
ア
ニ
メ
の
こ
と
を
あ

ま
り
よ
く
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
友
達
が
私
に
ア
ニ
メ
を

勧
め
て
く
れ
た
の
で
、
色
々

見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
ア
ニ
メ
の
ほ
と
ん
ど

が
面
白
く
、
た
く
さ
ん
興
味

が
も
て
ま
し
た
。
ア
ニ
メ
で

短
い
フ
レ
ー
ズ
を
習
っ
た
後
、

友
達
と
そ
れ
に
つ
い
て
話
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う

し
て
い
る
う
ち
に
日
本
語
に

す
ご
く
興
味
が
わ
い
て
き
ま

し
た
。

ま
た
、
私
は
音
楽
が
好
き

な
の
で
、
毎
日
聞
い
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
の
歌

を
聞
く
こ
と
は
本
当
に
楽
し

い
で
す
。
そ
の
中
で
、
色
々

な
国
の
歌
を
聞
く
う
ち
に
さ

ら
に
英
語
と
中
国
語
、
そ
し

て
日
本
語
を
習
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
他
の
言
語
の
歌

は
わ
か
ら
な
い
も
の
が
多
く

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
言

語
の
曲
は
、
理
解
で
き
て
素

敵
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
日
本
語
の
歌
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
と
リ
ズ
ム
が
一
番
好
き

で
、
自
分
で
歌
え
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
国
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
来

て
か
ら
、
思
い
が
け
ず
高
校

で
日
本
語
の
授
業
が
あ
り
ま

し
た
。
友
達
と
一
緒
に
高
校

一
年
生
か
ら
今
ま
で
の
三
年

間
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。
日
本
語
を
勉
強
す
る

だ
け
で
な
く
文
化
も
学
ん
で

い
ま
す
。
今
で
は
字
幕
な
し

で
ア
ニ
メ
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
が
大

好
き
な
日
本
の
歌
も
歌
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

と
て
も
う
れ
し
い
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
日
本
語
の
勉
強
を

続
け
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　  

︵
滞
米
４
年
︶

﹁
日
本
語
の
旅
﹂

　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
高
３
日
本
語
ク
ラ
ス
Ⅳ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
オ

オ
リ
ビ
ア

か
ま
き
り
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

と
ん
で
い
く

家
の
中
に
と
ん
で
い
く

家
の
ぼ
く
の
手
の
ひ
ら
に

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

と
ん
で
き
た

す
っ
ご
く
す
っ
ご
く

び
っ
く
り
だ

　
　
　
　
　  

︵
滞
米
３
年
︶

﹁
家
の
中
の
か
ま
き
り
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田

奏
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フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
は
、
ク

イ
ー
ン
ズ
地
区
の
街
で
、
緑
の

木
立
が
美
し
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

風
の
閑
静
な
高
級
住
宅
街
と
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
商
店
が
軒
を
連

ね
る
目
抜
き
通
り
が
美
し
く
調

和
し
て
い
る
。
車
を
所
有
し
て

週
末
に
は
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
メ

ド
ウ
公
園
や
、
テ
ニ
ス
の
Ｕ
Ｓ

オ
ー
プ
ン
会
場
、
メ
ッ
ツ
の
野

球
場
な
ど
で
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ

フ
も
楽
し
め
る
。
賃
貸
、
販
売

共
に
、
こ
の
地
域
の
建
物
の
部

屋
の
広
さ
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に

比
べ
て
ひ
と
回
り
大
き
い
の
が

特
徴
だ
。
治
安
が
良
く
、
現
地

の
公
立
学
校
の
教
育
レ
ベ
ル
が

高
い
こ
と
で
も
有
名
。
交
通
手

段
も
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
ま
で
は
地
下
鉄
で

20

分
程
度
。
ク
イ
ー
ン
ズ
内
に
あ

る
Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
や
ラ
ガ
ー
デ
ィ

ア
空
港
も
タ
ク
シ
ー
で

15
分

程
度
と
ア
ク
セ
ス
も
良
い
。

写
真
の
部
屋
は
、
そ
の
フ

ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
で
新
し
く

リ
ス
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
済
み
の
１
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
。
地
上
11
階
の
日

当
た
り
の
良
い
綺
麗
な
ア
パ

ー
ト
で
、
コ
ー
プ
と
し
て
売

り
出
し
中
の
物
件
。
価
格
は

35
万
ド
ル
。
月
々
の
メ
イ
ン

テ
ナ
ン
ス
代
は

７
７
６
ド
ル
。

電
気
代
は
月
額
88
ド
ル
73
セ

ン
ト
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

３
４
７
・
５
４
６
・
５
３
１
８
、

Ｅ

メ

ー

ル

rik
a

.
fu

ru
m

oto@
g

m
ail.com

山
崎
さ
ん

（
写
真
提
供
・
古
本
不
動
産
）

閑
静
な
住
宅
街
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
通
勤
に
便
利
な
ワ
ン
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム

現
在
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
賃

貸
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
過
去
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
物
件

不
足
で
、
物
件
紹
介
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
駐
在
員
の
方
々
に
人

気
の
ド
ア
マ
ン
ビ
ル
は
満
室
の

状
況
が
多
く
、
新
し
く
物
件
が

出
て
き
て
も
入
居
が
１
〜
2
か

月
先
で
、
実
際
の
ア
パ
ー
ト
を

内
見
す
る
こ
と
な
く
ビ
デ
オ
や

間
取
図
を
見
て
契
約
す
る
方
も

多
い
で
す
。
ま
た
希
望
条
件
に

合
う
物
件
が
出
て
も
翌
日
に
は

な
く
な
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
の
で

即
決
で
き
る
よ
う
契
約
に
必
要

な
書
類
を
予
め
準
備
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
家
賃
も
コ

ロ
ナ
禍
前
よ
り
値
上
が
り
し
て

い
ま
す
。

さ
て
、
そ
ん
な
状
況
の
中
、

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
・
シ
テ
ィ

ー
に
で
き
た
新
し
い
賃
貸
ビ
ル

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド

セ
ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
地
下
鉄
７

番
線
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
バ
ー

ノ
ン
ブ
ル
バ
ー
ド(V

ernon  
B

oulevard) 

駅
で
降
り
て
徒

歩
７
分
く
ら
い
、
イ
ー
ス
ト

リ
バ
ー
沿
い
に
あ
る
「5203 

C
enter B

oulevard 

」
で
す
。

ビ
ル
の
前
に
は
ハ
ン
タ
ー
ズ
ポ

イ
ン
ト
・
サ
ウ
ス
パ
ー
ク
が
広

が
り
、
部
屋
か
ら
は
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
摩
天
楼
を
満
喫
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
何
が
ユ
ニ
ー

ク
か
と
い
う
と
、
全
室
２
ベ

ッ
ト
ル
ー
ム
の
ビ
ル
な
の
で

す
。
２
ベ
ッ
ト
ル
ー
ム+

 

１

バ
ス
ル
ー
ム
と
2
ベ
ッ
ト
ル

ー
ム+

２
バ
ス
ル
ー
ム
の
２

つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
２
ベ

ッ
ト
ル
ー
ム+

２
バ
ス
ル
ー

ム
に
は
室
内
に
洗
濯
機
と
乾

燥
機
が
付
い
て
い
ま
す
。
家

賃
は
２
ベ
ッ
ト
ル
ー
ム+

１

バ
ス
ル
ー
ム
が
４
５
０
０
ド

ル
か
ら
５
０
０
０
ド
ル
、
２

ベ
ッ
ト
ル
ー
ム+

２
バ
ス
ル

ー
ム
が
５
０
０
０
ド
ル
か
ら

８
０
０
０
ド
ル
く
ら
い
で
す
。

現
在
１
年
契
約
で
１
か
月

フ
リ
ー
レ
ン
ト
を
オ
フ
ァ
ー

し
て
い
ま
す
。
２
ブ
ロ
ッ
ク

先
に
評
判
の
よ
い
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
ク
ー
ル (

Ｐ
Ｓ
78) 

が
あ

り
、
ビ
ル
の
す
ぐ
前
か
ら
は
フ

ェ
リ
ー
が
出
て
い
て
対
岸
の

34
丁
目
や
ウ
オ
ー
ル
ス
ト
リ

ー
ト
ま
で
短
時
間
で
行
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

(

リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク
・
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
オ
フ
ィ
ス
、
安
田
五

月
）

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
の

ユ
ニ
ー
ク
な
新
築
ビ
ル

日
本
の
喫
茶
店
な
ど
で
お
馴

染
み
の
サ
イ
フ
ォ
ン
。
ア
メ
リ

カ
で
は
余
り
見
な
い
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
流
し
て
落
と
す
ド
リ
ッ
プ

式
よ
り
も
、
煮
立
た
せ
る
分
、

豆
の
香
り
が
強
く
残
る
。
味
も

当
然
美
味
い
。
写
真
は
日
本
製

ハ
リ
オ
の
サ
イ
フ
ォ
ン
５
人

用
。
小
さ
い
３
杯
用
も
あ
る
。

https://w
w

w
.hario-usa.

com
/collections/syphon

サ
イ
フ
ォ
ン
で

珈
琲
を
楽
し
む

mailto:furumoto@gmail.com
mailto:furumoto@gmail.com
mailto:furumoto@gmail.com
https://www.redacinc.com/
mailto:kayhasebe@gmail.com
http://newyork-apartment-realestate.com
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こ
ん
に
ち
は
！
理
学
療
法
士

の
須
賀
で
す
。

初
回
の
め
ま
い
の
種
類
と
概

要
、
前
回
の
良
性
発
作
性
頭
位

性
め
ま
い
症
（
Ｂ
Ｐ
Ｐ
Ｖ
）
：

世
界
が
回
転
す
る
よ
う
な
め
ま

い
を
起
こ
す
も
の
、
に
引
き
続

き
今
回
は
ふ
わ
ふ
わ
す
る
め
ま

い
・
前
庭
機
能
低
下
症
に
つ
い

て
で
す
。
こ
の
タ
イ
プ
の
め
ま

い
は
耳
の
中
の
前
庭
と
い
う
と

こ
ろ
に
あ
る
細
胞
が
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
、
そ
の
機
能
低
下
に
よ

っ
て
生
じ
ま
す
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
症
状
が
生

じ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
耳
の
中

の
細
胞
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る

と
頭
を
振
っ
た
時
の
動
き
に
合

わ
せ
て
、
目
の
動
き
を
調
節
す

る
機
能
が
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
は
耳
の
中
の
細
胞
が

頭
の
動
き
と
目
の
動
き
を
リ
ン

ク
さ
せ
る
働
き
を
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
視
点

が
上
手
く
定
ま
ら
ず
に
ふ
わ
ふ

わ
す
る
浮
動
性
と
言
わ
れ
る
め

ま
い
を
生
じ
、
バ
ラ
ン
ス
障
害

も
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
原
因
で

前
庭
機
能
低
下
症
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
し
ょ
う
か
？
加
齢
に

よ
る
耳
の
中
の
構
造
の
弱
化
、

前
庭
神
経
炎
や
迷
路
炎
（
耳
の

中
で
起
こ
る
炎
症
）、
耳
の
細

胞
に
有
毒
な
薬
（
昔
の
抗
生
剤

な
ど
）、
頭
を
ぶ
つ
け
る
な
ど

の
外
傷
、
耳
の
中
の
腫
瘍
の
摘

出
な
ど
が
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
似
た
よ
う
な
症
状
を
起

こ
す
も
の
と
し
て
メ
ニ
エ
ー
ル

病
が
あ
り
ま
す
（
変
動
す
る
症

状
や
難
聴
、
耳
閉
塞
感
、
２
回

以
上
・
20
分
以
上
の
長
い
回
転

性
め
ま
い
発
作
が
続
く
こ
と
が

特
徴
）。

検
査
に
つ
い
て
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
と
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
動
画
に
載
せ
た

ヘ
ッ
ド
イ
ン
パ
ル
ス
テ
ス
ト
と

い
う
テ
ス
ト
を
主
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
は
頭
を
素
早
く

横
に
振
っ
て
、
目
の
位
置
が
そ

の
動
き
に
合
わ
せ
て
固
定
で
き

る
か
を
み
て
い
き
ま
す
。
上
手

く
固
定
で
き
な
い
場
合
が
陽
性

で
す
。

治
療
に
つ
い
て
は
一
点
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト（
自
分
の
親
指
な
ど
）

URL: https://youtu.be/VxQGPKBRAVQ

ふ
わ
ふ
わ
す
る
め
ま
い
・

前
庭
機
能
低
下
症

3

  

日
米
で
の
臨
床
経
験
を
持

ち
、
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
日
本
理
学
療
法
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
作
成
に
も
携
わ
っ

た
セ
ラ
ピ
ス
ト
。
世
界
初
で

Fascial Manipulation ®

の
認

定
を
取
得
し
た
筋
膜
の
専
門

家
。
専
門
は
筋
膜
、
め
ま
い
、

整
形
外
科
全
般
と
ス
ポ
ー
ツ
。

を
み
た
状
態
で
首
を
振
る
運
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
昨
年
出

版
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
理
学
療
法

士
協
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
片
側
の
耳
の
前
庭
機
能
低

下
症
で
あ
れ
ば
１
日
３
回
に
分

け
て
12
分
間
、
６
週
間
程
度
こ

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と

を
推
奨
し
て
い
ま
す
（
慢
性
化

し
て
な
い
場
合
）。
少
し
め
ま

い
や
吐
き
気
が
し
て
辛
い
と
い

う
く
ら
い
の
強
度
で
行
う
こ
と

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

症
状
が
良
く
な
る
ま
で
は
辛
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

お
困
り
の
方
は
め
ま
い
の
タ

イ
プ
分
け
、
適
切
な
強
度
や
方

法
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
の

で
ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
と
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か

らY
ouT

ube

ビ
デ
オ
で
こ

れ
ら
の
情
報
を
実
際
の
検
査
と

治
療
を
含
め
て
解
説
し
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■Dr. Kohei Suga

︵
須
賀

康
平
︶、
Ｐ
Ｔ
、
Ｄ
Ｐ
Ｔ
、
Ｃ

Ｆ
Ｍ
Ｓ

248

m
ixi

か
ら
始
ま
っ
て
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
、
ツ
ィ
ッ
タ
ー
と
次
か
ら
次

へ
と
新
し
い
世
界
が
広
が
っ
て

行
く
。
50
歳
を
過
ぎ
た
わ
た
し

と
し
て
は
、
つ
い
て
行
く
の
に

必
死
。
そ
し
て
、
最
近
で
は
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
やT

ikT
ok

の

時
代
に
も
な
っ
た
。
メ
タ
バ
ー

ス
ま
で
騒
が
れ
出
し
た
。

「
も
う
、
い
い
わ
」
と
、
投

げ
る
の
は
簡
単
だ
け
れ
ど
、「
ど

う
せ
、
こ
の
時
代
に
生
き
て
い

る
の
だ
か
ら
、
や
れ
る
こ
と
は

全
部
や
っ
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い

か
」
と
、
使
い
こ
な
せ
な
く
て

も
や
れ
る
範
囲
で
全
て
手
を
出

し
て
い
る
。

「
大
人
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
」

そ

ん

な

中

で
、

最

近
、

「T
ikT

ok

で
ビ
ジ
ネ
ス
を
バ

ズ
ら
せ
る
本
」
を
書
い
た
秋
山

剛
さ
ん
と
一
緒
に
講
演
会
を
企

画
し
た
。
彼
は
、「
大
人
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
協
会
」
の
代

表
理
事
で
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け

に
、
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
実

際
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
が
多

か
っ
た
。
マ
ジ
シ
ャ
ン
、
占
い

師
、
ボ
ク
サ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
大
人
がT

ikT
oK

で
い

ろ
ん
な
仕
掛
け
を
し
て
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
繋
げ
て
い
た
。
懇
親
会

な
ど
で
は
、
わ
た
し
の
方
が
勉

強
に
な
る
話
ば
か
り
。

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
」
と

い
え
ば
、Y

ouT
uber

に
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー
な
ど
若
い
人

の
世
界
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
今
の
日
本
は
、
ど
う
も

違
う
ら
し
い
。T

ikT
ok

も
若

い
子
の
世
界
だ
と
思
っ
て
い
た

け
れ
ど
、
40
代
の
視
聴
者
が
多

い
ら
し
い
。
つ
く
づ
く
、「
思

い
込
み
」「
食
わ
ず
嫌
い
」
し

て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
と
思

っ
た
。
確
か
に
意
識
し
て
視

聴

す

る

と
、Y

ouT
ube

も

T
ikT

ok

も
学
び
系
が
増
え
て

い
る
。
テ
レ
ビ
よ
り
も
簡
単
に

学
べ
て
面
白
い
。「
大
人
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
」、
ま
だ
ま

だ
い
け
そ
う
で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
か
ら
の
発
信
も
絶
対
に
ま

だ
ま
だ
テ
ー
マ
を
決
め
て
で
き

る
こ
と
ア
リ
で
す
。

ま
だ
ま
だ
、
好
奇
心
を
持
っ

て
、
若
い
子
か
ら
も
学
び
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
た
い
で
す
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑
い
﹂

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ

ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂

﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶﹂
な

ど
多
数
。

ラ
イ
セ
ン
ス
パ
ワ
ー
（
株
）

は

５
月
26
日
（
木
）
か
ら
、

公
認
協
会
認
定
の
米
国
最
新
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
栄
養
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
資
格
講
座
を
開
催
す

る
。
週
１
回
２
時
間
８
回
コ
ー

ス
。
午
後
３
時
半
ま
た
は
６
時

半
ス
タ
ー
ト
。
会
場
（
45
丁
目

と
２
番
街
）、
教
材
は
英
語
で

日
本
語
訳
あ
り
、
英
語
専
門
用

語
も
両
方
学
ぶ
。
人
数
に
制
限

あ
り
。
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の

た
め
の
食
品
、
美
肌
、
酸
化
酵

素
、
ビ
タ
ミ
ン
、
細
胞
の
若
さ

保
持
、
活
性
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、

必
須
ア
ミ
ノ
酸
食
、
漢
方
、
ハ

ー
ブ
の
効
用
な
ど
に
つ
い
て
指

導
す
る
。

試
験
合
格
者
は
講
師
養
成
講

座
へ
進
み
、
公
認
認
可
校
と
し

て
世
界
で
独
立
開
講
が
可
能
。

米
国
、
日
本
、
英
国
な
ど
で
公

式
称
号
の
下
、
活
動
で
き
る
。

講
師
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認

協
会
認
定
栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
武
石
越
路
さ
ん
、（
共
立

女
子
大
学
食
物
科
卒
業
）。”

遺

伝
子
食
事
テ
ス
ト”

米
国
開
業

医
が
顧
問
。
皆
で”

１
２
０
歳

ま
で
元
気
に
楽
し
く
美
し
く”

が
ス
ロ
ー
ガ
ン
。

通
信
教
育
受
講
も
可
能
。
受

講
料
は
１
８
９
５
ド
ル
（
登

録
料
、
テ
キ
ス
ト
代
、
日
本

語
訳
、
資
料
代
、
受
験
料
、

証
書
代
な
ど
全
含
む
）。
申

し
込
み
時
に
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

を
見
た
と
伝
え
る
と
１
０
０

ド
ル
引
き
に
な
る
。
問
い
合

わ

せ
・

申

し

込

み

は

電

話

６
４
６
・
９
３
２
・
８
９
０
０
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルK

oshiji.
T

@
gm

ail.com
 

ま

で
。

詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
licensepow

er.net

を
参
照
。

コ
ロ
ナ
後
に
備
え
て
資
格
を

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
特
化
栄
養
コ
ン
サ
ル
資
格
育
成

ライセンスパワー
５月 26日から

https://youtu.be/VxQGPKBRAVQ
mailto:T@gmail.com
mailto:T@gmail.com
mailto:T@gmail.com
http://www.licensepower.net
http://www.licensepower.net
http://www.licensepower.net
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
http://www.startsnewyork.com
mailto:tmamoru@msn.com
mailto:info@tsutech.com
http://brooklyntime.net
http://op-ed.jp
http://kiku-ny.com
mailto:emishoga@danielgale.com
tel:2122136069
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郷
さ
く
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｎ
Ｙ

（
西
20
丁
目
５
０
１
番
地
）
は

６
月
２
日
（
木
）
か
ら
７
月
16

日
（
土
）
ま
で
、
日
本
画
家

大
河
原
典
子
の
日
本
国
外
で
の

初
め
て
の
個
展
を
開
催
す
る
。

大
河
原
は
１
８
９
８
年
か
ら

続
く
日
本
画
の
研
究
発
表
機
関

「
日
本
美
術
院
」
に
属
し
、
日

本
美
術
院
の
公
募
展
「
院
展
」

を
主
な
制
作
発
表
の
場
と
し

て
、「
生
命
の
美
し
さ
と
力
強

さ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を

発
表
し
て
い
る
。
表
現
技
法
に

お
い
て
は
日
本
画
の
伝
統
表
現

を
踏
襲
し
、天
然
の
岩
絵
の
具
、

和
紙
、
筆
な
ど
を
使
用
。
日
本

に
古
く
か
ら
存
在
す
る
国
宝
美

術
の
模
写
研
究
や
、
美
術
史
の

研
究
を
も
と
に
、
今
の
時
代
に

相
応
し
い
表
現
手
法
を
追
求
し

て
い
る
。

同
展
で
は
、
大
河
原
を
代
表

す
る
箔
を
使
用
し
た
植
物
画
作

品
を
中
心
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

全
15
点
を
展
示
。
金
箔
表
現
の

上
に
描
か
れ
た
植
物
画
と
、
墨

線
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
の
み
で
仕

上
げ
た
白
描
画
の
作
品
を
対
比

さ
せ
て
紹
介
す
る
。

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は

火
〜
土
曜
の
午
前
11
時
か
ら

午

後

６

時
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

satosakuragallery
.com

/

を
参
照
す
る
。

Plum Blossoms in the Night 2022

Stars in Summer - Four Seasons 2022

大
河
原
典
子
展

郷
さ
く
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

Ippin Project

Ｎ
Ｙ
の
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
事
務
所 C

rafits

が
企
画
運

営

す

るIppin Project

が
、

今
月
５
日
か
ら
６
月
５
日（
日
）

ま
で
の
１
か
月
間
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
シ
テ

ィ
内
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
２
階

で
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
シ
ョ
プ
を
オ

ー
プ
ン
し
て
い
る
。

Ip
p

in
 P

ro
je

c
t

は

２
０
１
２
年
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
し
て
お
り
、

昨
年
末
に
Ｉ
Ｃ
で
行
っ
た
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
が
好
評
に
付
き
、
今

回
場
所
を
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

に
移
し
、
規
模
を
拡
大
し
て

開

催
。「Japanese D

esign 
for Fine Living

」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ

ン
の
商
品
に
こ
だ
わ
っ
た
テ

ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
、
小
物
、
イ

ン
テ
リ
ア
雑
貨
の
ほ
か
、
内

装
素
材
で
あ
る
和
紙
の
壁
紙

や
組
子
ス
ク
リ
ー
ン
、
タ
イ

ル
類
な
ど
も
展
示
し
て
い
る
。

木
〜
日
曜
の
午
前
11
時
か
ら

午
後
７
時
ま
で
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
ippinproject.com

/

を
参
照
。

日
本
製
の
小
物
店

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
に

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

www.nyseikatsu.com

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
フ
ジ
コ
・
ヘ

ミ
ン
グ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
７
月

23
日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら
、

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
（
ザ
ン
ケ

ル
ホ
ー
ル
、
57
丁
目
と
７
番
街

の
角
）
で
開
催
さ
れ
る
。

ア
ル
バ
ム
『
奇
蹟
の
カ
ン
パ

ネ
ラ
』
の
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
で

知
ら
れ
る
フ
ジ
コ
・
ヘ
ミ
ン
グ

は
、
日
本
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
母

と
ロ
シ
ア
系
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人

の
父
を
両
親
に
持
ち
、
第
２
次

世
界
大
戦
直
前
の
ベ
ル
リ
ン
に

生
ま
れ
る
。

父
と
別
れ
、
東
京
で
母
の
手

ほ
ど
き
で
ピ
ア
ノ
を
始
め
、
東

京
藝
術
大
学
を
経
て
28
歳
で
ド

イ
ツ
へ
留
学
。
ベ
ル
リ
ン
音
楽

学
校
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業

後
、
演
奏
家
と
し
て
キ
ャ
リ
ア

を
積
む
が
、
風
邪
を
こ
じ
ら
せ

聴
力
を
失
う
。
99
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
『
フ
ジ

コ
〜
あ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
軌
跡

〜
』
が
放
映
さ
れ
て
大
き
な
反

響
を
巻
き
起
こ
し
た
。
今
回
の

公
演
で
は
シ
ョ
パ
ン
、
ド
ビ

ュ
ッ
シ
ー
、
リ
ス
ト
の
作
品

を
演
奏
す
る
。
入
場
料
は
35

ド
ル
〜
45
ド
ル
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
carnegiehall.org

を
参
照
。

訂
正
＝
本
紙
先
週
号
の
告
知
で

開
催
日
時
が
６
月
23
日
と
な
っ

て
い
た
の
は
７
月
23
日
の
誤
り

で
す
。

フ
ジ
コ
・
ヘ
ミ
ン
グ

７
月
23
日
公
演

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://carnegiehall.org/
https://america-keitai.com/


NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
２
０

２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援

サ

ー

ビ

ス
「FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

」

の

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で

こ
の
１
年
で
約
１
０
０
名
が
参
加
頂
け
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、「
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
」
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
考
え
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
」
は
、「
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
」
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
! !
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当

久

松

茂
（hisam

atsu@
nyseikatsu.com

）

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
（
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
）、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

「ワークショップ・アクティブアダルトライフ〜日本帰国を考える7回シリーズ〜第3弾」（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

FURUSATO PROJECT では、将来のご帰
国に向けた準備をスムーズにしていただ
くため、お客様それぞれのニーズに合わ
せた、「リアル一時帰国・視察 & 体験ツ
アー」と「バーチャル一時帰国・視察 &
体験ツアー」をご提案いたしております。
詳細は事務局までお問合せください。

NY コミュニティに登録すると、全 7回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

◆ 3 月：日本に帰国するために必要なチェックリストと解決方法（終了）
◆ 5 月：帰国準備の進め方〜これからのキャッシュフローを万全にする〜
◆ 7 月：帰国準備の進め方〜 401K や年金、税金対策〜
◆ 9 月：帰国準備の進め方〜健康を手に入れる 今から取り組むべきこと〜
◆ 11月：帰国準備の進め方〜最適な賃貸・分譲を見つける対策〜
◆ 1 月：帰国準備の進め方〜最適な介護施設を見つける対策〜

(19)　　 ［文化・芸能］　 週刊NY生活 SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）5 月14 日（土）

EVENT　
■ジャパンデーパレード＝ 5/14 13:00
着物や浴衣、花魁、サムライ姿、御神輿
など 80 以上のグループがセントラルパー
クウエスト 81 丁目から 68 丁目までを南
下する。パレードのグランドマーシャル
は俳優ジョージ・タケイ氏。美少女戦士
セーラームーンのキャストや太鼓、空手、
よさこいなどのパフォーマンス、69 丁目
でジャパン・ストリートフェアも開催。
詳細は www.japandaynyc.org/
■フリートウィーク NY2022 ＝ 5/25 〜
31　米海軍、海兵隊、沿岸警備隊の推進
週間。ハドソン川に巨大な海軍艦艇が停
泊し、マンハッタンに制服を着た多くの
水兵も集結する。メモリアルデーを含む
期間中には船のパレード、航空ショーな
どのイベントも盛りだくさん。
詳細は https://www.nynavyleague.org

CLASS/SEMINAR
■第39回NYエンタメの会講演会「ミュー
ジカル『えんとつ町のプペル』で挑ん
でいく、ブロードウェイへの道のり」
＝ 5/16 19:30 RESOBOX（91 E 3rd 
St,）講師は Chimney Town USA, Inc. 代
表の瀬戸祐太氏。参加費：一般 $15、学
生 $10。問い合わせ・予約はＥメール
ny.entame@gmail.com まで。
■菅野（山尾）志桜里さん講演会「日本
政治の過去と未来　わたしがウクライナ
支持を明確にする理由」＝ 5/20 18:00
NY 日系人会館（49 W 45th St. 11F）現在、
弁護士・国際人道プラットフォーム代表
の前衆議院議員の菅野（山尾）志桜里さ
んによる講演会。入場料は任意寄付制
（推奨 $20）希望者は、すべての参加者の
氏名（アルファベットで記入）と連絡先
電話番号を明記し、Ｅメール 0520nyc@
gmail.com（笹野さん）まで申し込む。

MUSIC
■フジコ・ヘミング、ピアノリサイタ
ル ＝ 7/23 15:00 Carnegiehall（57th 
St. ＆ 7th Ave.）アルバム『奇蹟のカンパ
ネラ』のミリオンセラーで知られるピア
ニスト、フジコ・ヘミングさんのリサイ
タル。ショパン、ドビュッシー、リスト
の作品を演奏する。入場料：$35 〜 $45
詳細は https://www.carnegiehall.org/

THEATRE/DANCE
■ジャパン・ソサエティ「沖縄のビジョ
ン：シネティック・リフレクションズ」
＝ 5/13 〜 6/3 Japan Society（JS：333 
E 47th St.）今年返還 50 周年を迎える沖
縄に焦点を当てた映画 5 作品を JS 内劇
場にて、オンラインではドキュメンタリー
2 作品を上映。1972 〜 96 年に製作され
た映画を紹介し、歴史的、政治的、文化
的側面から沖縄に迫る。入場料：一般
$15、JS 会員 $10
詳細は https://www.japansociety.org

ART
■松本秋則特別展覧会＝ 5/12 〜 21　グ
リニッチ図書館 Flinn Gallery（101 West 
Putnam Ave. 2F, Greenwich, CT）造形作
家の松本秋則による、音の出る作品（音具・
サウンドオブジェ）の自動演奏によるサ
ウンド・インスタレーションを展示する。
オープニングレセプションは 5/12 日午後
6 時〜 8 時。18 日午後 6 時からは特別ゲ
ストを迎えたパフォーマンスが行われる。
詳細は https://flinngallery.com
■ NY 日系人会主催、第 26 回「JAA ニュー
ヨークで活躍する日本人・日系人美術家
展覧会」＝ 5/12 〜 21 JAA 会館（49 W 
45th St. 11F）佐々木健二郎、篠原有司男
ら 30 人の作家が参加。オープニングレ
セプションは 5/12（木）午後 4 時〜 6 時。
参加は要予約。入場無料。
詳細は https://jaany.org/
■彫刻家 Chie Shimizu 個展「ROJI」＝
5/29 ま で　NowHere（40 Wooster St.）
タイトルの ROJI は茶室につながる庭で
ある「露地」に由来。20 体以上の精密な
人物像を展示。入場無料。月・火曜休廊　
詳細は https://nowhere-nyc.com/
■アンディー・ウォーホル展「Revelation」

＝ 6/19 ま で　Brooklyn Museum（200 
Eastern Parkway）ポップアートを代表
するアーティスト、アンディー・ウォー
ホルの特別展。ウォーホルとカトリック
をテーマに、最後の晩餐、十字架や聖母
子などをモチーフにした作品のほか、写
真やオブジェなどを展示。入場料：一般
$25、学生・シニア $16、4 〜 12 歳 $10、
3 歳以下・会員無料。
詳細は https://www.brooklynmuseum.org/
■宮本和子展覧会「宮本和子：挑む線」
＝ 7/10 まで　Japan Society（333 E 47th 
St.）60 年代に男性を中心に発展を遂げ
ていたミニマリズム運動に風穴を開け、
貢献した宮本の美術機関での世界初とな
る個展。絵画やドローイング、70 年代の
空間的構造体の作品などを展示。入場料：
一般 $12、学生・シニア $10、JS 会員無料。
詳細は https://www.japansociety.

落
語
の
桂
三
輝

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
公
演

落
語
家
、桂
三
輝
（
か
つ
ら
・

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
）
が
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
で
観
客

を
沸
か
せ
て
い
る
。
週
に
１
度

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
月
に
一
度

の
ロ
ン
ド
ン
公
演
の
間
を
縫
っ

て
日
本
に
も
帰
り
、
落
語
を

フ
ル
回
転
で
披
露
し
続
け
て
い

る
。
50
丁
目
の
ニ
ュ
ー
ワ
ー
ル

ド
ス
テ
ー
ジ
で
の
６
日
夜
の
演

目
は
、
新
作
の
時
う
ど
ん
、
犬

の
目
、
特
別
追
加
で
お
馴
染
み

の
虎
と
ラ
イ
オ
ン
の
動
物
園
対

決
の
話
で
観
客
を
笑
わ
せ
た
。

本
名
は
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ロ
ビ

ッ
ク
。
ト
ロ
ン
ト
大
学
に
て
古

典
演
劇
を
専
攻
し
、
劇
作
家
・

作
曲
家
と
し
て
カ
ナ
ダ
の
大
学

院
在
学
中
に
初
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
作
品
「C

louds

」
を
制
作
、

ト
ロ
ン
ト
の
劇
場
で
15
か
月
間

の
ロ
ン
グ
ラ
ン
公
演
と
な
り
、

現
在
で
も
カ
ナ
ダ
人
制
作
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
と
し
て
は
最
長
記

録
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
能

に
興
味
を
も
ち
１
９
９
９
年
に

訪
日
。
三
遊
亭
亜
郎
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
落
語
の
音
楽
な
ど
を
手

掛
け
た
の
ち
、
２
０
０
３
年
か

ら
カ
ナ
ダ
亭
恋
文
（
か
な
だ
て

い
ら
ぶ
れ
た
ー
）
や
楽
喜
亭
三

陀（
ら
っ
き
ー
て
い
さ
ん
だ
ー
）

を
名
乗
っ
て
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

漫
談
や
英
語
落
語
で
活
動
を
始

め
る
。
２
０
０
７
年
に
大
阪
芸

術
大
学
大
学
院
芸
術
研
究
科
に

入
学
し
、
相
羽
秋
夫
の
も
と
で

創
作
落
語
を
研
究
。
08
年
9
月

1
日
、
桂
三
枝
（
現
六
代
桂
文

枝
）
に
弟
子
入
し
、
桂
三
輝
と

命
名
さ
れ
た
。
２
０
０
９
年
4

月
26
日
、
カ
ナ
ダ
で
英
語
落
語

で
初
舞
台
。
そ
の
後
は
上
方
落

語
会
初
の
外
国
人
噺
家
と
し
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
活
躍
の
矢

先
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
。
２
年
間

止
ま
っ
て
い
た
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
公
演
も
３
月
か
ら
再
開
。
三

輝
は
「
今
日
、
日
本
か
ら
帰
っ

て
き
た
ば
か
り
で
、
落
語
で
噛

ん
で
し
ま
っ
て
も
お
客
さ
ん
は

『
お
許
し
い
た
だ
け
る
し
』、
普

段
は
２
本
立
て
だ
け
ど
、
今
日

は
新
作
２
本
と
い
つ
も
の
１
本

の
３
本
、
お
客
さ
ん
は
そ
う
い

う
『
今
日
だ
け
』
っ
て
い
う
の

が
好
き
な
ん
で
す
ね
。
そ
ん
な

と
こ
ろ
が
日
本
の
お
客
さ
ん
と

お
ん
な
じ
で
す
」
と
話
す
。
舞

台
で
「
今
年
は
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ

ク
ス
で
お
笑
い
番
組
に
入
り
ま

し
た
」
と
宣
言
す
る
と
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
。「
で
も
ま
だ

ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
の
人
は
知

り
ま
せ
ん
。
私
の
今
年
の
目
標

で
す
か
ら
」。
拍
手
が
爆
笑
に

変
わ
っ
た
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

ロ
ン
ド
ン
と
か
け
も
ち

http://www.japandaynyc.org/
https://www.nynavyleague.org
mailto:ny.entame@gmail.com
https://www.brooklynmuseum.org/
https://www.japansociety
https://www.carnegiehall.org/
https://www.japansociety.org
https://flinngallery.com
https://jaany.org/
https://nowhere-nyc.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
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ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

で
コ
ン
サ
ー
ト
『
Ｏ
Ｋ
Ｉ

：

ア
イ
ヌ
の
音
楽
』
が
６
日
夜
に

開
催
さ
れ
た
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
ア
イ

ヌ
の
伝
統
楽
器
ト
ン
コ
リ
の
伝

承
者
で
、
ベ
ー
シ
ス
ト
、
彫
刻

家
、
ペ
イ
ン
タ
ー
。
こ
れ
ま
で

に
ソ
ロ
、
バ
ン
ド
、
ダ
ブ
ミ
ッ

ク
ス
版
な
ど
を
含
む
合
計
20
枚

以
上
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ル
バ
ム

を
発
表
。
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
と
し
て
も
ア
ル
バ
ム
23
作
を

出
す
な
ど
大
活
躍
し
て
い
る
。

伝
統
的
な
ア
イ
ヌ
の
音
楽
や
歌

を
レ
ゲ
エ
や
ロ
ッ
ク
の
エ
レ
キ

サ
ウ
ン
ド
で
演
奏
し
、
伝
統
楽

器
ム
ッ
ク
ル
（
口
琴
）
も
コ
ン

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

サ
ウ
ン
ド
に
早
変
わ
り
。

「
愛
と
憎
し
み
の
街
に
帰
っ

て
来
ま
し
た
よ
」
と
ジ
ョ
ー

ク
を
交
え
て
英
語
で
挨
拶
し

た
後
、
全
編
、
英
語
で
も
な

く
日
本
語
で
も
な
い
ア
イ
ヌ

語
で
歌
い
ま
く
っ
た
そ
の
歌

声
は
鮮
烈
に
胸
に
突
き
刺
さ

り
、
エ
レ
キ
ト
ン
コ
リ
と
女
性

ボ
ー
カ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
、
マ
レ
ウ

レ
ウ
のR

ekpo

の
抜
群
の
歌

唱
力
と
ド
ラ
ム
ス
のM

anaw
 

K
ano

、
ベ
ー
ス
の
中
條
卓
の

絶
妙
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
サ
ウ
ン

ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
内
田
直
之
が

見
事
に
昇
華
さ
せ
た
13
曲
１
時

間
半
の
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

と
な
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
思
い
を
歌
っ
た
「C

ity of 
K

iev

」、熱
唱
し
た
最
後
の
「
サ

ハ
リ
ン
・
ロ
ッ
ク
」
で
は
会
場

が
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
、
１
９
５
７
年
生

ま
れ
。
本
名
は
加
納
沖
。
東
京

藝
術
大
学
美
術
学
部
卒
業
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
映
画
科
を
修

了
。
平
成
20
年
に
北
海
道
文
化

奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
演

奏
直
前
の
楽
屋
で
Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
自

身
の
音
楽
活
動
の
原
点
に
つ
い

て
こ
う
語
っ
た
。

「
１
９
８
７
か
ら
６
年
く
ら

い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
た
。
そ

も
そ
も
来
た
の
が
、
な
ん
か
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
ー
に
苦
し
ん
で
い

た
こ
ろ
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

来
て
し
ま
え
ば
関
係
な
い
か
な

っ
て
、
来
て
み
た
ら
、
直
接
か

ど
う
か
わ
か
ん
な
け
ど
外
か
ら

見
た
、
客
観
的
に
日
本
や
ア
メ

リ
カ
の
い
い
と
こ
ろ
悪
い
と
こ

ろ
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
、
見

え
て
、
い
い
か
悪
い
か
の
ジ
ャ

ッ
ジ
メ
ン
ト
に
確
実
に
影
響
し

た
ね
。
み
ん
な
が
い
い
よ
っ
て

言
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
棲

み
分
け
し
て
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
は
い
ろ
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
あ
る
の
が
分
か
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
Ｎ
Ｙ
に
あ
る
わ

け
。
そ
こ
で
友
達
に
な
っ
て
、

そ
の
知
り
合
い
の
つ
て
で
ナ
バ

ホ
イ
ン
デ
ア
ン
の
居
留
地
の
政

府
が
あ
る
ア
リ
ゾ
ナ
の
ウ
イ
ン

ド
ウ
ー
ロ
ッ
ク
や
さ
ら
に
西
の

キ
コ
ツ
ボ
ミ
と
言
っ
て
ホ
ピ
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
の
大
地
ま
で
全
部

ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
行
っ
て
遊
ん

で
た
ん
だ
け
ど
友
達
の
家
族

と
。
そ
し
た
ら
そ
の
時
だ
ね
、

そ
れ
ま
で
日
本
人
と
か
ア
イ
ヌ

と
か
面
倒
く
さ
い
っ
て
思
っ
て

い
た
の
が
、
満
天
の
星
の
下
で

コ
ヨ
ー
テ
の
鳴
く
声
を
聞
い

て
、
西
部
開
拓
史
以
前
の
時
間

の
感
覚
の
歪
み
み
た
い
な
も
の

を
感
じ
て
、お
ぼ
ろ
げ
だ
け
ど
、

い
つ
か
自
分
の
ル
ー
ツ
に
向
か

い
合
う
の
も
あ
り
だ
な
っ
て
、

ほ
ん
と
、
お
ぼ
ろ
げ
だ
け
ど
思

っ
た
ん
だ
よ
ね
そ
の
時
。
そ
れ

が
き
っ
か
け
で
逆
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
な
っ
た
ん
だ
な
」。

︵
三
浦
良
一
記
者
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
写
真
も
。
舞
台
写
真
は

Ayumi Sakamoto 

撮
影)

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
伊
藤
宜
史
が

５
月
18
日（
水
）か
ら
22
日（
日
）

ま
で
、チ
ェ
ル
シ
ー
の
会
場（
西

22
丁
目
５
４
８
番
地
）
で
開
催

さ
れ
る
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
「
Ｖ
Ｏ

Ｌ
Ｔ
Ａ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
に

参
加
し
、V

ellum

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
ブ
ー
ス
２
０
５
（
２
階
）

に
て
作
品
を
展
示
す
る
。
作
品

の
テ
ー
マ
は
「
日
本
の
感
性
と

大
人
に
な
っ
て
か
ら
吸
収
し
た

欧
米
の
感
覚
の
違
い
」
を
探
求

し
た
も
の
で
、
自
分
の
感
じ
た

す
べ
て
の
文
化
と
体
験
を
作
品

の
１
つ
１
つ
に
盛
り
込
ん
だ
。

ア
ク
リ
ル
絵
の
具
を
使
い
、
円

や
曲
線
で
描
い
た
作
品
を
２
〜

４
点
展
示
す
る
。

入
場
料
は
20
ド
ル
〜
40
ド

ル
。
チ
ケ
ッ
ト
や
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
voltaartfairs.com

を
参
照
。

M
AD

 Babys

伊
藤
宜
史
が
出
展

Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｔ
Ａ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
の
感
性
と
欧
米
の
感
覚

サハリンロックNYに響く
帰
っ
て
き
た
Ｏ
Ｋ
Ｉ

ア
イ
ヌ
現
代
音
楽
が
炸
裂
ジャパン・ソサエティー

https://shopnyseikatsu.com/
nishi-doso-usa@hotmail.com
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